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5 ビル空調管理システム MELANS

目次 
5.1 システム設計 
  〈1〉システム制御 
　　（1）システム構成 
　　（2）MA・MEリモコンの機能・仕様 
　　（3）システム構成制約 
　　（4）給電について 
　　（5）遠方入出力制御 

  〈2〉配線設計とシステム設定 
　　（1）制御配線の種類と許容長 
　　（2）スイッチ設定の種類と方法 
　　（3）システム接続例 

5.2 MELANS製品仕様 
　　■MAスマートリモコン PAR-34MA 
　　■MAスムースリモコン PAR-26MA1 
　　■ワイヤレスリモコン 
　　　操作部 PAR-SC1SA/受光部 PAR-FA33M1 
　　■MAコンパクトリモコン PAC-YT51CR 
　　■MEリモコン PAR-F29ME1 
　　■スケジュールタイマー（M-NET用） PAC-YT34ST-W 
　　■グループリモコン PAC-SC30GR-W 
　　■システムリモコン PAC-SF44SR-W 
　　■ON/OFFリモコン PAC-YT40ANR-W 
　　■集中コントローラ G-150AD 
　　■拡張コントローラ PAC-YG50EC 
　　■集中コントローラ GB-50AD 
　　■LMアダプター PAC-YV03LMAP 
　　■伝送線用給電ユニット PAC-SC51KU 
　　■伝送線用給電拡張ユニット PAC-SF46EP 
　　■K伝送コンバーター PAC-SC25KA（在庫僅少品） 
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(LMアダプターを除く) 

　 
　 　 
　 　 

　 

　 

GB-50AD、 

（注1）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞ P224、P280形は室外ユニットからの給電（TB7）は対
応不可となります。伝送線用給電ユニット（別売）または、伝送線用給電基板（別売）をご使用
ください。 

※GB-50AD、拡張コントローラはM-NET伝送線への給電機能を内蔵しているため、伝送線用給電ユニッ
トは不要です。 

時に 

、GB-50AD 支援 

、およびスケジュール運転等 

〈1〉（3） 

〈1〉（3） 
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5.1 システム設計

〈1〉システム制御
（1）システム構成



　 

LM-AP（PAC-YV03LMAP）はAC200Vの電源が必要です。 
また、M-NET伝送線への給電ユニットも兼ねておりますので、新たに給電ユニットを接続する必要はありません。
ただし、他のシステムコントローラを動作させる給電能力係数は持っていませんので、他のシステムコントロー
ラを併用する場合は、以下の2種類の給電方法でシステムコントローラの動作電源をまかなってください。 
　※LM-AP（PAC-YV03LMAP）は室内外伝送線へは接続できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
室外ユニットの給電切換コネクタは工場出荷時のCN41のままにしてください。 
給電能力係数に関しては（2）項を参照ください。 
 

④　LM-AP（PAC-YV03LMAP） 

※GB-50AD、拡張コントローラはM-NET伝送線への給電機能を内蔵しているため。伝送線用給電ユニットは不要
です。 

　A.　伝送線用給電ユニット（PAC-SC51KU）を使用する場合 

MAリモコン 

AC200V

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

MAリモコン 

PAC-YV03LMAP

M-NET伝送線 
(集中管理伝送線） MAリモコン 

MAリモコン 

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

CN41のまま 

CN41のまま 

室外ユニット 

室外ユニット 

M-NETへの給電は 
LM-APから行います 

MAリモコン 

AC200V

PAC-SC51KU

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

MAリモコン 

PAC-YV03LMAP

M-NET伝送線 
(集中管理伝送線） MAリモコン 

MAリモコン 

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

CN41のまま 

CN41のまま 

室外ユニット 

室外ユニット 

M-NETへの給電は 
伝送線用給電ユニット、給電ユニットから行います 

システム 
コントローラ 

AC100/200V

ＲLＯＮWＯＲＫＳ

ＲLＯＮWＯＲＫＳ
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1台の室外ユニットのみ給電切換コネクタを工場出荷時のCN41からCN40に切換えが必要となります。 
室外ユニットの集中管理伝送線への給電能力係数に関しては（2）項を参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　※LM-AP側のコネクタ切換えについては、LM-AP（PAC-YV03LMAP）の据付工事説明書を参照ください。 

　B.　室外ユニットから給電する場合 

M-NETへの給電は 
室外ユニットから行います 

MAリモコン 

AC200V

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

MAリモコン 

PAC-YV03LMAP

M-NET伝送線 
(集中管理伝送線） MAリモコン 

MAリモコン 

M-NET伝送線（室内外伝送線） 

CN41→CN40 
に差換え 

CN41のまま 

室外ユニット 

室外ユニット 

システム 
コントローラ 

ＲLＯＮWＯＲＫＳ
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（2）MA・MEリモコンの機能・仕様

手元リモコンには、各室内ユニットに接続するMAリモコンと、室内外伝送線上に接続するM-NETリモコン
(MEリモコン)の2種類があります。

①　機能・仕様比較
MAリモコン *1*2機能・仕様 

*1 MAリモコンとは、MAスムース、MAスマートリモコン、MAコンパクトリモコンおよびワイヤレスリモコンを表します。 
*2 異冷媒グループ間の運転またはシステムコントローラ接続時も、MAリモコンまたはM-NETリモコンのどちらでも接続可能です。 
*3 M-NETリモコンとは、MEリモコンおよびM-NETコンパクトリモコンを表します。 
*4 単一冷媒システム時も、システム構成によりアドレス設定が必要な場合があります。 
 

M-NET(ME)リモコン*2*3

リモコンアドレス設定 

室内・室外ユニットアドレス設定 

配線方式 

 

 

リモコン取付位置 

換気ユニットとの連動 

 

グループ変更時 

不要 

不要（単一冷媒システムのみ）*4 

無極2線 

＊グループ運転時は、室内ユニット間を 

　無極2線渡り配線必要 

グループ内のどの室内ユニットに接続しても可 

室内ユニット毎に連動換気ユニットを自由に設定可能 
（同一グループ内のリモコンによる登録） 

室内ユニット間のMAリモコン配線の変更が必要 

必要 

必要 

無極2線 

 

 

室内外伝送線上のどこに接続しても可 

室内ユニット毎に連動換気ユニットを自由に設定可能 
（リモコンによる登録） 

室内ユニットとリモコンのアドレス変更 
またはMELANSでの登録変更が必要 
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②　手元リモコン選定のポイント
MAリモコン／M-NETリモコンの選定は、おのおのの特性を活かしたシステムになるように選択してください。

以下に、選定の目安を示します。

＜MAリモコンを使用した場合＞ ＜M-NETリモコンを使用した場合＞

M-NET(ME)リモコン 

・システム拡張、グループ変更の可能性が少ない場合 
・据付工事時に、グループ編成（間仕切り）が決定している場合 
 

（注1）　同一グループ室内ユニットに、M-NETリモコンとMAリモコンとの併用接続はできません。 
（注2）　MAリモコンとM-NETリモコンが混在する場合は、必ずシステムコントローラを接続してください。 

・リモコンの集中設置やシステム拡張、グループ変更の可能性がある場合 
・据付工事時にグループ編成（間仕切り）が未決定の場合 
・加熱加湿器内ロスナイに直接リモコンを接続したい場合 

MAリモコン （注1, 2） （注1, 2） 

MAリモコン 

室外ユニット 

室内ユニット M-NETリモコン 

室外ユニット 

室内ユニット 

M-NET伝送線 
（室内外伝送線） 

M-NET伝送線 
（室内外伝送線） 

グループ グループ グループ グループ 

（3）システム構成制約

①　室内ユニット 

接続される室内ユニットが224形未満の場合  

接続される室内ユニットに224形以上が含まれる場合 

最大32台 

最大26台 

最大20台（40台）  

最大16台（32台） 

冷媒系統内の総接続台数（注1,2,8,9） 

MAリモコン使用時 M-NETリモコン使用時 

接続される室内ユニットが224形未満の場合  

接続される室内ユニットに224形以上が含まれる場合 
Yシリーズ（～50HP） 

Yシリーズ（～50HP） 

最大32台 

最大26台 

MAリモコン使用時 

冷媒系統内の総接続台数（注1,2,9） 

リモコン接続台数（1グループ内） 

換気ユニット接続台数 

最大2台 

1台 

室内ユニット接続台数（1グループ内） 最大16台 
②　リモコン 

室内ユニット接続台数 最大16台 
③　換気ユニット 

④　室外ユニット 
（A）室内外自動アドレス立上げ(システムコントローラの接続なし)（注4） 

冷媒系統内の換気ユニット接続台数（注3） 1台 

（B）室内外手動アドレス立上げ(システムコントローラの接続なし)

各ユニット1台あたり接続可能な台数を示します。
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（C）システムコントローラ接続立上げ 
室内外伝送線接続時のシステムコントローラ接続台数（注5） 最大3台 
集中管理用伝送線接続し、かつ室外ユニットから給電する場合の接続台数（注5，6）   最大3台 

Yシリーズ（～50HP） 
接続される室内ユニットが224形未満の場合  

接続される室内ユニットに224形以上が含まれる場合 

最大31台 

最大25台 

最大19台（39台）  

最大15台（31台） 

冷媒系統内の総接続台数（注1,2,8,9） 

MAリモコン使用時 M-NETリモコン使用時 

システムコントローラ接続時（1台）　（注7） 

注１．機種別の室内ユニット接続台数の最大は機種構成表をご覧ください。（室内ユニットの形名により最大接続
台数が少なくなるケースがあります。） 

　　　接続可能台数を超える室内ユニットが接続される場合は、「伝送線用給電拡張ユニット(PAC-SF46EP)｣が必要と 
　　　なります。        
注２．冷媒系統内の総接続台数とは、室内ユニットおよび換気ユニット（加熱加湿付）の合計台数です｡        
注３．「室内外自動アドレス立ち上げ」で換気ユニットを接続した場合は、自動的に冷媒系統内の全室内ユニットを 
　　　連動登録されます。        
　　　「室内外自動アドレス立ち上げ」以外の場合は、室内ユニットと換気ユニットの連動登録が必要です。        
注４．以下の場合、「室内外自動アドレス立ち上げ」はできません。        
  　　　　・冷媒系統内に換気ユニットが接続され、かつ室内ユニットが16台を超える場合       
  　　　　・冷媒系統内に換気ユニットを２台以上接続する場合             
  　　　　・室内ユニットの複数台のグループ運転で、外部発停入力機能を使用する場合       
注５．室内外伝送線にシステムコントローラを接続する場合または、室外ユニットから給電する場合は、室外ユニッ 
　　　トの電源を遮断時に、システムコントローラの給電がなくなり機能を停止しますので、ご使用には十分ご注意 
　　　ください。 

集中コントローラ（G-150AD、GB-50AD）および拡張コントローラ（PAC-YG50EC）は、同一系統に
1台のみしか接続できません。        

注６．システムコントローラを４台以上接続する場合は、｢伝送線用給電ユニット(PAC-SC51KU)｣が必要です。 
　　　詳細は【〈1〉（4）給電について】をご参照ください。 
注７．[室内外伝送線] または [室外ユニット] からの給電によりシステムコントローラを接続する場合は、以下の表   
　　　の室内ユニット台数に換算した台数を減らした台数となります。 

注８．（　　）内は、室内ユニット(外気処理ユニット)とM-NETリモコンの合計台数です。  
注９．冷媒系統内の総接続台数が最大台数を超える場合は、伝送線用給電拡張ユニット(別売)が必要です。 
　　　室外ユニットから伝送線用給電拡張ユニットまでの室内ユニット台数「N1」は前ページの制限台数内として 
　　　ください。 

支援
(PAC-SC51KU)-



Web対応集中コントローラ 
GB-50AD

システムリモコン 
PAC-SF44SR-W

グループリモコン 
PAC-SC30GR-W

ON／OFFリモコン 
PAC-YT40ANR-W

伝送線用給電ユニット（PAC-SC51KU） 
伝送線用給電拡張ユニット（PAC-SF46EP） 
室外ユニットからの給電 TB7（集中管理用伝送線） 
室外ユニットからの給電 TB3（室内外伝送線） 
拡張コントローラ（PAC-YG50EC） 
集中コントローラ GB-50AD 
 
 

○ 
○ 

○（注1） 
○ 
× 
× 

Web対応集中コントローラ 
G-150AD
◎ 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 

○（注1） 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 

○（注1） 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 

○（注1） 
○ 
○ 
○ 

（注1）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞ P224、P280形は室外ユニットからの給電（TB7）は対応不可となります。伝送線用給電ユニット（別売）または、伝送線用 
給電基板（別売）をご使用ください。 

◎：必須条件　　　○：対応可　　　×：対応不可 
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OC

TB3TB7
A BA B S

51
IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A1 B2

RC

A1 B2

RC

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

101 102 120

140

RP

TB2
A B S A B S

TB3

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

20

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

21

A1 B2

RC

グループ グループ 

アース 

RP

TB2
A B S A B S

TB3

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

40

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

41

A1 B2

RC

グループ 

アース 

OS1

TB3TB7
A BA B S

52

OS2

TB3TB7
A BA B S

53

N3

全室内ユニットがP224形未満の 
場合の室内ユニット台数 

P224形以上の室内ユニットが 
含まれる場合の室内ユニット台数 

伝送線用給電拡張ユニット必要台数 
システムコントローラの接続なしの場合 MAリモコン（注1） M-NETリモコン（注2） 

不要 

32台以下 

26台以下 

1台 

33～42台 

27～42台 

不要 

20台以下 

16台以下 

1台 

21～40台 

17～32台 

2台（注3） 

41～42台 

33～42台 

（注1）MAリモコンとはMAスムースリモコン、MAスマートリモコン、MAコンパクトリモコンおよびワイヤレスリモコンを示します。
（注2）M-NETリモコンとはMEリモコンおよびM-NETコンパクトリモコンを示します。 
（注3）伝送線用給電拡張ユニットは並列に接続してください。 

冷媒系統内の室内ユニット総接続台数により伝送線用給電拡張ユニットが複数台必要です。 

IC : 室内ユニット  
RC : M-NETリモコン 
OC,OS1,OS2 : 室外ユニット 
RP : 伝送線用給電拡張ユニット 

（4）給電について

①　システムコントローラと給電可否一覧表
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■給電能力一覧表 

■消費電力一覧表 

室外ユニット・伝送線用給電ユニット・伝送線用給電拡張ユニットは下記の給電能力を有しています。 
また、室外ユニットは集中管理用伝送線（TB7）と室内外伝送線（TB3）への同時給電が可能です。 　 

室内ユニット、リモコン関連、分流コントローラは下記の消費電力係数となります。 

（注1）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞ P224、P280形は室外ユニットからの給電（TB7）は対応不可となります。伝送線用給電ユニット（別売）または、伝送線用 
給電基板（別売）をご使用ください。 

（注2）P224形以上の室内ユニットが接続される場合は給電能力係数を24差し引いた値としてください。 

給電ユニット形名 給電能力係数 内TB7への給電能力 内TB3への給電能力 
Ｒ410Aビル用マルチエアコン室外ユニット 
（シティマルチSシリーズ、シティマルチY GR ＜標準シリーズ＞P224、P280形を除く） 
Ｒ410Aビル用マルチエアコン室外ユニット 
シティマルチY GR ＜標準シリーズ＞P224、P280形 
伝送線用給電基板 PAC-KS01PS 
伝送線用給電ユニット（PAC-SC51KU） 
伝送線用給電拡張ユニット（PAC-SF46EP） 
拡張コントローラ（PAC-YG50EC） 
集中コントローラ GB-50AD

128（注2）
 

 
64（注2） 

 
128（注2） 
20 

100（注2） 
24 
24

30 
 

0（注1） 
 
30 
20 

0もしくは100 
24 
24

128－TB7使用分 
 

64 
 

128－TB7使用分 
0 

0もしくは100 
0 
0

※室内外伝送線にシステムコントローラを接続する場合または、集中系伝送線に室外ユニットから給電する 
　場合、室外ユニットの電源を遮断するとシステムコントローラが停止しますのでご注意ください。 
　（G-150AD又はGB-50ADの場合は、「スケジュール」「電力按分課金支援」「ピークカット」等の機能が停止します。） 

＊電力按分課金支援機能を使用する場合、PAC-TG2000が必須です。 

受電ユニット形名 消費電力係数 
室内ユニット 
ロスナイ 
室外ユニットTB7 
MEリモコン、ロスナイリモコン（以下M-NETリモコンと表記） 
MAリモコン  
集中コントローラG-150AD  
ON/OFFリモコン  
グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー（以下GR,SR,STと表記） 
分流コントローラ 
計量用計測コントローラ（PAC-YG60MC）、汎用インターフェース（PAC-YG66DC）、 
環境用計測コントローラ（PAC-YG63MC） 

4 
0 
0 
1 
0 
2 
4 
2 
8 

1 
 

②　給電能力係数

③　消費電力係数



■室内ユニット接続台数 

※室内外伝送の接続台数が制限を越える場合は、伝送線用給電拡張ユニットを使用し接続台数を増やすことが出来ます。 
　但し、伝送線用給電拡張ユニットから分流コントローラには給電しないでください。 
※伝送線用給電拡張ユニットを複数台使用する場合、全ての伝送線用拡張ユニットは室外ユニットの室内外伝送線 
　（TB3）系に接続してください。 
（注1）（　）内は、室内ユニットやMEリモコンなど受電端末の合計台数です。 
（注2）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞ P224、P280形は16となります。 
（注3）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞ P224、P280形は12（24）台となります。 
 

使用リモコン 室外ユニットからの給電 PAC-SF46EPからの給電 

MAリモコン使用時 
MEリモコン使用時（注1） 

32台（注2） 
20（40）台（注3） 

25台 
20（40）台 

＊1. 集中コントローラ（G-150AD、GB-50AD）または、拡張コントローラPAC-YG50ECは、システム制約上、同一系統に一台接続が可能です。 
＊2. 一台の伝送給電ユニット（伝送給電拡張ユニット）に接続できるコントローラは最大40台です。40台を越える場合は、コントローラ接続可能係数が大きい場合でも、伝送給電拡張ユニットで40台以下となるよう 
       分離してください。 
＊3. システムの制約上、接続可能台数は１2台です。 
＊4. システムの制約上、接続可能台数は6台です。 
 

■各コントローラ接続台数 

給電ユニット形名 M-NETリモコン 
（ロスナイリモコン） 

集中コントローラ 
G-150AD＊1ON／OFFリモコン＊4システムリモコン/スケジュール 

タイマー/ グループリモコン＊3

接続可能台数 

10 
12 
12 
12

5 
6 
6 
6

1 
－ 
－ 
－ 

伝送線用給電ユニット PAC-SC51KU 
伝送線用給電拡張ユニット PAC-SF46EP 
拡張コントローラ PAC-YG50EC 
集中コントローラ GB-50AD

20 
40＊2 

24 
24

室外 
ユニット 

PAC- 
SF46EP

PAC- 
SF46EP

× 室外 
ユニット 

PAC- 
SF46EP

PAC- 
SF46EP

5-9

④　制限事項

【入出力コネクターの仕様】

室外ユニット 

室内ユニット 

CN51 CN52 CN32 CN41

室内ユニット 

CN51 CN52 CN32 CN41
CN51 CN3D CN3S

手元リモコン 

（5）遠方入出力制御
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1 

2 

3 

4 

5

発停の種類 

遠方／手元切換 

発停（パルス） 

HA発停(JEMA) 

電源発停 

停電自動復帰 

（注1）発停 (パルス)・電源発停・停電自動復帰は、遠方／手元切換（CN32）が“手元”に設定されて 
　　　  いる場合にのみ使用可能です。ご使用には十分ご注意ください。 

CN32 

CN51 

CN41 

ー 

ー 

遠方／手元 

切換 

ー 

発停 

（パルス） 

△（注1） 

ー 

HA発停 

(JEMA) 

△（注1） 

○ 

ー 

電源発停 

 

△（注1） 

○ 

○ 

ー 

復電自動復帰 

 

△（注1） 

○ 

○ 

× 

ー 

（B）入出力信号組合せ制限

項　目 

入力信号 

パルス規格 

パルス信号（a接点）　 

200msec以上 
（パルス通電時間） 

200msec以上 
（パルス間隔） 

内　　　容 

（C）発停（パルス）入力仕様

（A）遠方／手元切換（CN32）を使用した場合の説明
遠方手元切換 

OFF 

ON 

ON

発停 

OFF 

OFF 

ON

状態 

手元／許可 

遠方／停止 

遠方／運転 

リモコン表示および操作 

操作有効 

遠方中は“集中管理表示” 

リモコン運転操作［ON/OFF］禁止（無効） 

①　室内ユニット
機　　　　能 使用用途 分類 使用端子 使用オプション 

室内ユニットグループ毎に外部からの接点・スイッチ等の 
入・切により、発停制御をする方法 
＊タイマーアダプターとして使用可能　（注1） 
＊「切忘れ防止」や「強制停止」として使用可能 

 
室内ユニットグループ毎に外部からのパルス入力（a接点） 
により、運転／停止を反転させ発停制御をする方法 

 
室内ユニットグループ毎にHA, JEMA規格によるHA端子で、 
発停制御をする方法 
＊本規格に合致したテレコンからの発停制御として使用可能 

室内ユニット毎に外部からの接点・スイッチ等の入・切に 
より、冷暖房運転の禁止（強制送風）制御をする方法 
＊室内ユニット毎のデマンド制御として使用可能 
 
 

室内ユニットグループ毎に外部へ信号を取出す方法 
＊運転状態の表示装置として使用可能 
＊外部機器との連動制御として使用可能 

遠方／手元切換（注3） 

 

発停 (レベル )    （注2） 

 

 
発停 (パルス )    （注2）

 

 

 

 
発停 (パルス ) 

（HA, JEMA規格）（注2）　 

 

デマンド（レベル） 
 

 

運転状態 

異常状態 

運転モード（暖房）状態 

運転モード（冷房・ドライ）状態 

サーモON(または送風)状態 

CN32 

 

 

CN51  

 

CN41 

 

 

CN52 

 

 

CN51 

 

CN52

遠方発停用アダプター 
（PAC-SE55RA） 
 
 
遠方表示用アダプター 

（注4, 5） （PAC-SA88HA） 
M制御用遠方表示キット 
（PAC-YU80HK） 
 
 
 
 

　 

 

M制御用遠方表示キット（注5） 
（PAC-YU80HK） 

 

 

 

 

 

 

 
入力 

（注1） 

 

 

 

 

 

 

出力 

（注6） 

（注1）信号入力は、グループ内の親機のみに接続してください。 
　　　  （ただし、デマンド入力は室内ユニット個別に信号入力が必要です。） 
（注2）グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。（MAリモコンまたはM-NETリモコン） 
（注3）“遠方”設定時には、手元リモコンからの操作はできません。リモコンは“集中管理表示”となります。 
（注4）CN51またはCN52を出力信号と併用する場合は、M制御用遠方表示キットを必ずご使用ください。 
（注5）M制御用遠方表示キットは、CN51およびCN52の入力信号としてもご使用になれます。 
（注6）信号出力の「運転状態」および「運転モード（暖房／冷房・ドライ）状態」をご使用になる場合は、親機のみに接続してください。 
　　　　「異常状態」「サーモON（または送風）状態」をご使用になる場合は、室内ユニット個別に接続してください。 

遠方表示用アダプター 

（注4, 5）

 
（PAC-SA88HA） 
M制御用遠方表示キット 
（PAC-YU80HK） 

G-150AD/GB-50ADにより、汎用制御PLCソフトで空調機の外部入出力を制御する場合は、室内ユニットのDip SW1-9および 
1-10を0N設定してください。 
詳細は、汎用制御PLCソフトの取扱説明書をご覧ください。 
この場合、室内ユニットの外部入出力は、フリー接点機能が適用されるため上表の機能は無効となります。 

ご注意 
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（c）遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）

室内ユニット 
制御基板 

遠方発停用 
アダプター 

橙1

赤2

茶3

配線長は最大10mまで延長可能 

リ
レ
ー
電
源 

SW1SW2

Y

X

CN32 SW1 
 

SW2

X, Y: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷 1mA以下） 

遠方／手元切換スイッチ  

発停スイッチ 
※SW1が ON時のみ有効 

YX

室内ユニット 
制御基板 

遠方表示用 
アダプター 

茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁 

絶縁 

絶縁 

Z
CN51

室内ユニット 
制御基板 

遠方表示用 
アダプター 

茶1

赤2

橙3

黄4

緑5

絶縁 

リ
レ
ー
電
源 絶縁 

絶縁 

X

SW1

Z

SW2

リ
レ
ー
電
源 

CN52X

■ CN51（発停入力のみ） ■ CN52（デマンド入力のみ） 

SW1

X: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷1mA以下） 

遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ） 
※SWを押す（パルス入力する）毎にON／OFFを反転します。 

SW2

Z: リレー（接点定格 DC15V 0.1A以上 最小適用負荷 1mA以下） 

デマンドスイッチ 
※SW ON時、冷暖房運転を禁止（強制送風）します。 

配線長は最大10mまで延長可能 配線長は最大10mまで延長可能 

（b）遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）

（D）入出力信号用コネクター仕様

（a）M制御用遠方表示キット（PAC-YU80HK）

※本表示キットは、フリープラン室内ユニット（Cタイプ以降）用です。出力信号をご利用時には、必ず本

表示キットをご使用ください。遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）は使用できません。

M制御遠方表示キット 

表示用電源 

運転状態 

異　常 

送風機・ 
サーモON状態 

コモン 

発　停 

デマンド 

デマンド 

有電圧入力 

無電圧入力 

リレー接点出力 

発　停 

外部電源 

冷房・ドライ 
状態 

暖房状態 

端子台接続 コネクター接続 

SW21

L1

L2

L3

L4

L5

SW22

SW12

SW11

CN53

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

TB21

TB22

TB23

XE

XD

XC

XB

XA

COM

1

2

BC

B1

B2

AC

A1

A2

3

4

5

CN54

XA

XB

XC

XD

XE

CN51

室内ユニット 
制御基板 

CN52

配線長は最大100mまで 

＜有電圧入力の場合＞ 

SW22

DC12～24V 
入力電流（1接点あたり） 
約10mA（DC12V） 

＜無電圧入力の場合＞ 

接点定格　DC15V  0.1A以上 
最小適用負荷1mA以下 

＜リレー接点出力＞ 

リレー 
接点定格　　　AC250V/DC30V 1A 
最小適用負荷　DC5V 10mA

SW12 SW21

SW11

遠方発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力する）
毎にON／OFFを反転します。 

デマンドスイッチ 
※SW ON時、冷暖房運転を禁止
（強制送風）します。 

外部 
電源 

遠方発停スイッチ 
※SWを押す（パルス入力する）
毎にON／OFFを反転します。 

デマンドスイッチ 
※SW ON時、冷暖房運転を禁止
（強制送風）します。 

表示用 
電源 

DC30V  1A 
AC100V/200V  1A

L1 運転状態表示ランプ 

L2

L3

L4

L5

異常状態表示ランプ 

SW1-5 ON時 ：サーモON 
SW1-5 OFF時：送風機状態表

示ランプ 

冷房・ドライ状態表示ランプ 

暖房状態表示ランプ 

XA～XE

10987654321

ＳＷ１ 

OFF
ON

●室内ユニット側の設定 
1) 発停（パルス）は遠方/手元切換(CN32)が、"手元"に設定されている場合にのみ使用可能
です。 

2) サーモON状態を表示するには、アドレス基板上のDipＳＷ1-5をONにセットしてくださ
い。　 
工場出荷時設定は、OFF（送風機状態表示）です。 

SW1-5 
ON :サーモＯＮ状態表示 
OFF:送風機状態表示 
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②　室外ユニット（シティマルチY GR、リプレースマルチY GRを除く）

■CN51

■CN3D

■CN3S

遠方制御盤 室外ユニット　　　　　　 
制御基板（注2） 

リレー回路 

外部出力用 
アダプター 

(PAC-SC37SA)

遠方制御盤 室外ユニット 
制御基板 

スノーセンサー 
室外ユニット 
制御基板 

リレー回路 

外部入力用 
アダプター 

(PAC-SC36NA)

外部入力用 
アダプター 

(PAC-SC36NA)

CN51

CN3D

X Y

X

X

Y

緑５ 

黄４ 

橙３ 

橙１ 

橙１ 

茶２ 

赤３ 

茶２ 

赤３ 
ラ 
ン 
プ 
電 
源 

配線長さは最大10mまで 
L1   ：異常表示ランプ 
L2   ：圧縮機運転表示ランプ 
X,Y  ：リレー（DC12V用コイル定格0.9W以下） 

CN3S

配線長さは最大10mまで 

配線長さは最大10mまで 

SW1：低騒音モード指令orデマンド指令 
SW2：デマンド指令 
X,Y  ：リレー 

X：スノーセンサー 

L1 L2

リ
レ
ー
電
源

絶縁 

現地手配 

現地手配 

現地手配 

接点定格　DC15V  0.1A以上 
最小適用負荷　1mA以下 ( )

接点定格　DC15V  0.1A以上 
最小適用負荷　1mA以下 ( )

Y
X

SW1 SW2

X Y

（注1）アクティブフィルター運転信号入力はCN3D（デマンド, 低騒音モード入力）、CN3S（スノーセンサー入力）のいずれかを任意に 
　　　 選択できます。 
　　　 アクティブフィルターを制御用に使用した際、入力信号部は他の機能に使用できませんが、残りの機能は使用可能です。 
（注2）室外ユニット制御基板上CN51をアクティブフィルターとの連動制御に使用した場合、アクティブフィルター内AF基板上のCN51 
　　　 を代用できます。 
（注3）低騒音モードは、室外ユニットの Dip SW4-4がOFFのときに有効となります。 
　　　 Dip SW4-4がONの場合は低騒音モード入力および、デマンド入力により4段階のデマンド制御が可能です。 
          同一冷媒回路系の室外ユニット台数が2台の場合は、8段階デマンド制御が可能です。 
          同一冷媒回路系の室外ユニット台数が3台の場合は、12段階デマンド制御が可能です。 
（注4）低騒音モードは、室外ユニットの Dip SW5-5にて　OFF : 能力重視／ON : 静音重視の切換えが可能です。 
（注5）詳細は次ページ（1）デマンド制御概要を参照してください。 
（注6）同一冷媒回路系統に複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニットごとの設定（信号入力）が必要になります。 
（注7）同一冷媒回路系統に複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニット（OC）から外部へ信号を取出してください。 

機　　　能 使　　　用　　　用　　　途 分類 

デマンド(レベル)

スノーセンサー 
信号入力（レベル） 

圧縮機運転状態（注6） 

異常状態（注7） 

低騒音モード（レベル） 
　　 （注3、注4） 
 

入力 

出力 

室外ユニットへの外部からの入力により、冷暖房運転の禁止（サーモOFF）制御
をする方法 
＊冷媒系統毎のデマンド制御として使用可能 

室外ユニットから外部へ信号を取出す方法 
＊運転状態の表示装置として使用可能 
＊外部機器との連動制御として使用可能 

スノーセンサーからの降雪信号をうけて、強制的に 
室外ユニットを送風運転します。　（注6） 

室外ユニットへの外部からの入力により、室外ユニットの低騒音運転を行います。 
＊冷媒系統毎の低騒音運転として使用可能 

アクティブフィルター 
運転信号入力 アクティブフィルターの運転確認信号を入力　（注1） 

使用端子 

CN3D 
（注5） 

CN3S

CN51 
（注2） 

CN3D 
または 
CN3S

 

使用オプション 

外部入力用 
アダプター 
 PAC- 
 SC36NA

外部出力用 
アダプター 
 PAC- 
 SC37SA
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6

6
CN3D

No.2のCN3D

6

9

6

59

9

59

6

6

59

59

CN3D

No.3のCN3D

No.2のCN3D

9

59

59

6

6

59 6

6

59

6

59

CN3D

No.3のCN3D

No.2のCN3D

1-3P
1-2P

5-14



5-15

ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム 

M
E
L
A
N
S

③　室外ユニット（シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合）

配線接続例

分類 使　　　用　　　用　　　途 機　　　能 使用端子（注1）

（注1）詳細は配線接続例を参照してください。

使用
オプション

入力 室外ユニットへの外部からの入力により、冷暖房
運転の禁止（サーモOFF）制御をする方法
*冷媒系統毎のデマンド制御として使用可能

デマンド (レベル )

CN3D（注2）

（注2）詳細は次ページ（1）デマンド制御概要を参照してください。

外部入力用
アダプター
(PAC-SC36NA)

室外ユニットへの外部からの入力により、室外ユニッ
トの低騒音運転を行います。
*冷媒系統毎の低騒音運転として使用可能

低騒音モード（レベル）
（注3、注4）

（注3）低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.800）がOFFのときに有効となります。スイッチ設定
（No.800）がONの場合は低騒音モード入力および、デマンド入力により4段階のデマンド制御が可能です。同一
冷媒回路系の室外ユニット台数が2 台の場合は、8 段階デマンド制御が可能です。 同一冷媒回路系の室外ユニット台
数が3 台の場合は、12 段階デマンド制御が可能です。

（注4）低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.784）にて　OFF : 能力重視／ON : 静音重視の切換えが可能
です。  

スノーセンサーからの降雪信号をうけて、強制的
に室外ユニットを送風運転します。（注5）

（注5）同一システムに複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニットごとの設定 (信号入力 / 出力 ) が必要になります。

スノーセンサー信号入力
（レベル）

CN3S

アクティブフィルターの運転確認信号を入力 アクティブフィルター
運転信号入力

CNAF －

出力 室外ユニットから外部へ信号を取出す方法
*運転状態の表示装置として使用可能
*外部機器との連動制御として使用可能

圧縮機運転状態（注5）
CN51

外部出力用
アダプター
(PAC-SC37SA)異常状態（注6）

（注6）同一冷媒回路系統に複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニット (OC) から外部へ信号を取出してください。

■CN51

■CN3D

■CN3S

室外

外部出
アダプター

(PAC-SC37SA)

室外

室外

(PAC-SC36NA)

(PAC-SC36NA)

CN51

CN3D

X Y

X

X

Y

：リレー（DC12V用コイル定格0.9

CN3S

X,Y

L1 L2

リ
レー

電
源

( )

( )

Y
X

SW1 SW2

X Y
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(1) デマンド制御概要 
1） 制御概要

室外ユニットOCおよびOS1、OS2への外部信号 (CN3Dの 1-2、1-3 ピン ) によりデマンド制御をおこないます。
室外ユニットOC、OS1、OS2のスイッチ設定（No.800）の設定により、2～12段階のデマンド制御が可能です。 
室外ユニットのスイッチ設定方法は、室外ユニットの機能設定とモニター表示を参照してください。

*1有効なデマンド機能
室外ユニット単独システム時：上表（a）,（b）のみの２～４段階まで
室外ユニット2台組合せシステムOC＋OS時：上表 (a)(b)(c)(e) の２～８段階まで
室外ユニット3台組合せシステムOC＋OS1＋OS2時：上表 (a) ～ (h) の２～12段階まで

*2スイッチ設定（No.800）がON となっている室外ユニットのCN3Dへ入力します｡全ての室外ユニット
のスイッチ設定（No.800）が OFF の場合はOCへ入力します。
スイッチ設定（No.800）を ON とする室外ユニットは、同一冷媒系統内で任意に選択可能です。

*3以下のような誤切替えをするとサーモOFF （圧縮機停止）となる可能性があります。
例えば、100→50％に変更する場合
（誤）100％→0％→50％　：サーモOFFとなる可能性あります。
（正）100％→75％→50％
*4デマンドの容量（％）は、圧縮機運転容量の概算値ですので、能力値は必ずしも一致しません。
*5低騒音モードとの併用の注意 
低騒音モードを有効とするためには、いずれかの室外ユニットのスイッチ設定（No.800）がOFF 状態で、その室
外ユニットのCN3D の 1-2 ピンへ閉入力とすることが必要です。
従って、全室外ユニットのスイッチ設定（No.800）が ON となる場合、以下の対応はできません。
単独システムでの４段階デマンドと低騒音モードの併用
２台組合せシステムでの８段階デマンドと低騒音モードの併用
３台組合せシステムでの12段階デマンドと低騒音モードの併用

2） 接点入力方法と制御内容
２段階デマンド制御内容
CN3D 1-3 ピン閉でサーモOFF モードと同じ制御をおこないます。

４ 段階デマンド制御内容（室外ユニット1台のスイッチ設定（No.800）がON の場合）
スイッチ設定（No.800）がON となっている室外ユニットのCN3D(1-3P、1-2P) の入力状態で以下のデマンド容量
となります。

No デマンド容量切替
スイッチ設定（No.800）

CN3Dへの入力 *2
OC OS1 OS2

力入へCOFFOFFOFFO)%001-0(階段２）a（

（b）

４段階 (0-50-75-100%)  

ON OFF OFF OCへ入力

OFFONOFFO）c（ S1へ入力

ONOFFOFFO）d（ S2へ入力

（e）
８段階 
 (0-25-38-50-63-75-88-100%)

ON ON OFF OCおよびOS1へ入力

OびよおCONOFFONO）f（ S2へ入力

ONONOFFO）g（ S1よびOS2へ入力

（h） 12段階 
 (0-17-25-34-42-50-59-67-75-
84-92-100%)

ON ON ON OCおよびOS1,OS2へ入力

CN3D
1-3
開 100%
閉 0%

P2-1D3NC
閉開P3-1

開 100% 75%
閉 0% 50%
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８ 段階デマンド制御内容（室外ユニット2台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）がON となっている室外ユニット2 台（No1、2：*1）のCN3D(1-3P、1-2P) の入力状態
で以下のデマンド容量となります。

*1室外ユニットのNo1、No2 とは、スイッチ設定（No.800）がON の室外ユニットのうちアドレスが若い方を
No1 、他方をNo2 としています。
例）スイッチ設定（No.800）がON の室外ユニットがOS1 と OS2 の場合、No1＝OS1 、No2＝ OS2とな
ります。

12 段階デマンド制御内容（室外ユニット3台のスイッチ設定（No.800）がON の場合）
スイッチ設定（No.800）がONとなっている室外ユニット3台（No1、No2、No3：*1）の CN3D(1-3P、1-2P)
の入力状態で以下のデマンド容量となります。

*1室外ユニットのNo1、No2 、No3とは、スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットのうちアドレスが若い
方から順にNo1、No2 、No3としています。
例）スイッチ設定（No.800）が  ON の室外ユニットがOC、OS1、OS2 の場合、No1＝OC、No2＝OS1 、
No3＝OS2となります。

D3NCの2o.Nドンマデ階段8
絡短放開P2-1

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡No.1 の CN3D
開放 開放 100% 50% 88% 75%

短絡 50% 0% 38％ 25%
短絡 開放 88% 38% 75% 63%

短絡 75% 25% 63% 50%

12段階
デマンド

No. 2 の
CN3D

放開P2-1

絡短放開P3-1

No. 3 の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 100% 67% 92% 84% 67% 34% 59% 50%

短絡 67% 34% 59% 50％ 34% 0% 25％ 17%

短絡
開放 92% 59% 84% 75% 59% 25% 50% 42%

短絡 84% 50% 75% 67% 50% 17% 42% 34%

12段階
デマンド

No. 2 の
CN3D

絡短P2-1

絡短放開P3-1

No. 3 の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 92% 59% 84% 75% 84% 50% 75% 67%

短絡 59% 25% 50% 42％ 50% 17% 42％ 34%

短絡
開放 84% 50% 75% 67% 75% 42% 67% 59%

短絡 75% 42% 67% 59% 67% 34% 59% 50%
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〈2〉配線設計とシステム設定
（1）制御配線の種類と許容長

制御配線は、システム構成により異なります。
制御配線には、「伝送線」と「リモコン線」があり、システム構成により配線の種類および許容長が異なります。
また、以下に示すように、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近傍している場合は、ノイズ障害防止のために
ユニット本体をノイズ源から離してください。
リプレースマルチにて既設伝送線の流用時には、下記仕様の配線以外も使用可能な場合があります。詳細は「③リプ
レースマルチ既設伝送線流用の可否判断」を参照ください。

対象施設 

室内外伝送線最遠長 

集中管理用伝送線および室内外伝送線最遠長 
（室外ユニットを経由した最遠長） 

配線の種類 
種　類 

全ての施設 
シールド線 

CVVS・CPEVS・MVVS 
2心ケーブル 
1.25mm2以上 
最大200m 
最大500m 

＊集中管理用伝送線に設置される伝送線用給電ユニットから 
各室外ユニットおよびシステムコントローラまでの配線長は 

最大200m

線　数 

 
線　径 

①　M-NET伝送線

【図 2-1】M-NET伝送線の配線図例 

  （A) 集中管理用伝送線 
 集中管理用伝送線の給電距離は以下の式で表されます。 
 これは、集中管理用伝送線上に給電される距離制限です。この距離を超えると末端機器までの給電が届かなくなり、 
 通信・制御不能となります。 
 　　     　a+b≦200m 　　a+b+c≦200m 

  （B) 室内外伝送線 
 室内外伝送線の給電距離は以下の式で表されます。 
 これは、室内外伝送線上に給電できる距離制限です。この距離を超えると末端機器までの給電が届かなくなり、通信・ 
 制御不能となります。 
    
  　d+e(f)≦200m 　　g≦200m 　　h≦200m 

 また、手元リモコンの配線が10mを超える場合は、超える部分を「最遠長500m以内」、かつ「給電距離200m以内」  
 の内数に加算します。 

【図 2-1】にビル用マルチエアコンの M-NET伝送線の配線図例を示します。 
1系統あたりの集中管理系M-NET伝送線、室内外伝送系M-NET伝送線の線長制限で示すと、下図の例で最遠長は 
下の式で表されます。これは、他の機器とM-NET伝送線上で通信を確実に行うための距離制限です。 
この距離を超えると末端の機器までM-NET信号が届かなくなり、通信・制御不能となります。 
 　　　　　a+b+d+e（f） ≦500m 　　　　a+b+c+g+h≦500m  　　　e（f）+d+c+g+h≦500m 
手元リモコン配線は１０m以内となります。１０mを超える場合は、超える部分を「最遠長５００m以内」の内数に加算します。 

a

c

b d e

f

g h

室外ユニット 

室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 室内ユニット 

室内ユニット 

室外ユニット 

伝送線用給電 
拡張ユニット 

伝送線用 
給電ユニット 

システム 
コントローラ 

集中管理用伝送線 室内外伝送線 

M-NET 
リモコン 

１０ｍ 



5-19

ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム 

M
E
L
A
N
S

②　リモコン線

配線の種類 

総延長 

種　類 

線　数 

線　径 

MAリモコン（注1） 
VCTF,VCTFK,CVV 
CVS,VVR,VVF,VCT 
2心ケーブル 

0.3～1.25mm2（注3、5） 
（0.75～1.25mm2）（注4） 

最大200m

M-NETリモコン（注2） 
 

シールド線　MVVS　 

 

　 

10mを超える部分は、 
室内外伝送線最遠長の内数としてください 

（注1）MAリモコンとは、MAスムースリモコン、MAスマートリモコン、MAコンパクトリモコン、 
 およびワイヤレスリモコンを示します。 
（注2）M-NETリモコンとは、MEリモコンおよびM-NETコンパクトリモコンを示します。 
（注3）作業上、0.75mm2 までの線径を推奨します。 
（注4）コンパクトリモコンの端子台へ接続する場合は、（　 ）内の線径としてください。 
（注5）MAスマートリモコンを接続する場合は、シース付0.3mm2ケーブルで配線してください。 

2心ケーブル 
0.3～1.25mm2（注3） 

（0.75～1.25mm2）（注4） 
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③　リプレースマルチ既設伝送線流用の可否判断
既設伝送線流用の検討は次ページ以降のフローを目安にしてください。

また配線のキズ等がなく、導線と大地間を500Vメガーで測って、100MΩ以上あることを確認してください。

詳細はチェックリストに記入、システム系統図を入手の上、営業担当までお問い合わせください。

チェック項目 備考 

１．リモコン線（ＭＡリモコン） 

（１）長さ 

（２）線径 

（３）線数（極数） 

（４）線種（シールド線の使用／非使用） 

２．リモコン線（Ｍ-ＮＥＴリモコン） 

（１）長さ ＊1

（２）線径 

（３）線数（極数） 

（４）線種（シールド線の使用／非使用） 

３．リモコン線（システムコントローラ） 

（１）長さ ＊1

（２）線径 

（３）線数（極数） 

（４）線種（シールド線の使用／非使用） 

（５）システムコントローラ接続箇所　室内系／集中系 

４．室内外伝送線 

（１）冷媒システム　単一/複数 

（２）伝送線最遠長　＊1

（３）線径 

（４）線数（極数） 

（５）線種（シールド線の使用／非使用） 

（６）室内機接続台数 

５．集中系伝送線 

（１）伝送線最遠長　＊1

（２）線径 

（３）線数（極数） 

（４）線種（シールド線の使用／非使用） 

６．システム系統図の有無（極力入手して下さい） 

７．リプレース前のユニットでのノイズトラブルの有無 
（有りの場合、具体的なトラブル事例を備考欄に記入くだ 
　さい）　＊2

　＊2

８．高調波医療機器等からのノイズ発生が想定されるか 
（有りの場合、具体的な懸念事項を備考欄に記入ください） 

＊1：リモコン線長（M-NET／システムコントローラ）が10mを超える部分は伝送線長（室内外／集中系）の内数としてください。 
＊2：ノイズの判断、処置については営業担当までお問い合わせください。 

既設伝送線流用チェックリスト 

結果 

使用 ／ 非使用 

使用 ／ 非使用 

使用 ／ 非使用 

室内 ／ 集中 

単一 ／ 複数 

使用 ／ 非使用 

使用 ／ 非使用 

有　／　無 

有　／　無 

ｍ 

ｍｍ2

極 

ｍ 

ｍｍ2

極 

ｍ 

ｍｍ2

極 

ｍ 

ｍｍ2

極 

台 

ｍ 

ｍｍ2

極 

有　／　無 
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Ｍ
Ａ
リ
モ
コ
ン
線
 

既
設
の
伝
送
線
を
利
用
す
る
場
合
は
、
配
線
に
キ
ズ
等
が
な
く
、
導
線
と
大
地
間
を
5
0
0
V
メ
ガ
ー
で
測
っ
て
1
0
0
M
Ω
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

チ
ェ
ッ
ク
 

線
数
（
極
数
）
＝
２
？
 

リ
モ
コ
ン
線
長
 

≦
2
0
0
m
？
 

伝
送
線
チ
ェ
ッ
ク
へ
 

使
用
し
て
い
な
い
電
線
は
 

図
Ａ
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

Ｍ
-Ｎ
Ｅ
Ｔ
リ
モ
コ
ン
線
 

チ
ェ
ッ
ク
 

リ
モ
コ
ン
線
長
 

≦
1
0
m
？
 

線
数
（
極
数
）
＝
２
？
 

・
線
長
が
1
0
m
を
超
え
る
部
分
は
室
内
外
伝
送
線
 

　
最
遠
長
の
内
数
と
し
て
く
だ
さ
い
。
　
＊
1

・
線
径
、
線
種
は
室
内
外
伝
送
線
と
同
じ
と
し
て
 

　
く
だ
さ
い
。
 

伝
送
線
チ
ェ
ッ
ク
へ
 

使
用
し
て
い
な
い
電
線
は
 

図
Ａ
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
 

リ
モ
コ
ン
線
チ
ェ
ッ
ク
 

線
数
（
極
数
）
＝
２
？
 

使
用
し
て
い
な
い
電
線
は
 

図
Ａ
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
線
長
が
1
0
m
を
超
え
る
部
分
は
伝
送
線
最
遠
長
 

　
の
内
数
と
し
て
く
だ
さ
い
。
　
＊
1

・
線
径
、
線
種
は
伝
送
線
と
同
じ
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

伝
送
線
チ
ェ
ッ
ク
へ
 

M
A
リ
モ
コ
ン
線
長
は
2
0
0
m
以
下
 

と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

シ
ー
ル
ド
線
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｓ
 

非
シ
ー
ル
ド
線
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｓ
 

図
Ａ
　
非
使
用
の
電
線
の
処
理
 

給
電
ユ
ニ
ッ
ト
に
近
い
側
 

（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
、
 

　
　
給
電
装
置
等
）
 

非
使
用
の
電
線
は
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
、
給
電
装
置
等
）
側
は
、
シ
ー
ル
ド
線
 

の
場
合
は
シ
ー
ル
ド
用
端
子
へ
、
シ
ー
ル
ド
線
で
は
な
い
場
合
は
信
号
用
端
子
へ
接
続
し
、
 

他
端
は
開
放
し
て
く
だ
さ
い
。
 

開
放
し
た
端
子
は
確
実
に
絶
縁
し
て
く
だ
さ
い
。
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み
と
る
。
 

シ
ー
ル
ド
線
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
（
給
 

電
ユ
ニ
ッ
ト
）
側
で
ア
ー
ス
接
続
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

使
用
し
て
い
な
い
電
線
は
図
Ａ
の
 

よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

室
内
外
伝
送
線
最
遠
長
 

≦
2
0
0
m
？
　
＊
1

単
一
冷
媒
シ
ス
テ
ム
？
 

室
内
外
伝
送
線
最
遠
長
 

≦
1
2
0
m
？
　
＊
1

既
設
伝
送
線
活
用
可
能
 

シ
ー
ル
ド
線
以
外
を
使
用
す
る
場
合
 

は
ノ
イ
ズ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
2

シ
ー
ル
ド
線
？
 

集
中
系
伝
送
線
最
遠
長
 

≦
5
0
0
m
？
　
＊
1

集
中
系
伝
送
線
 

線
径
≧
1
.2
5
m
m
2
？
 

使
用
し
て
い
る
 

伝
送
線
の
線
径
は
表
Ａ
の
使
用
可
能
 

線
径
よ
り
太
い
？
 

集
中
系
伝
送
線
最
遠
長
を
確
認
し
、
 

表
Ａ
よ
り
使
用
可
能
線
径
を
読
み
 

と
る
。
 

室
内
外
伝
送
線
最
遠
長
は
2
0
0
m

以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

集
中
系
伝
送
線
最
遠
長
は
5
0
0
m

以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

集
中
系
伝
送
線
を
1
.2
5
m
m
2
以
上
 

の
線
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
 

室
内
外
伝
送
線
を
1
.2
5
m
m
2
以
上
 

の
も
の
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
 

2
0
0
m
 以
下
 

0
.5
m
m
2
 以
上
 

1
3
0
m
 以
下
 

0
.3
m
m
2
 以
上
 

給
電
装
置
か
ら
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
、
 

及
び
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
 

ま
で
の
距
離
 

線
径
 

表
Ａ
　
集
中
系
伝
送
線
　
使
用
可
能
線
径
 

＊
1
：
リ
モ
コ
ン
線
長
（
M
-N
E
T
／
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
）
が
1
0
m
を
超
え
る
部
分
は
伝
送
線
長
（
室
内
外
／
集
中
系
）
の
内
数
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

＊
2
：
ノ
イ
ズ
の
判
断
、
処
置
に
つ
い
て
は
営
業
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

Y
E
S

N
O

既
設
の
伝
送
線
を
利
用
す
る
場
合
は
、
配
線
に
キ
ズ
等
が
な
く
、
導
線
と
大
地
間
を
5
0
0
V
メ
ガ
ー
で
測
っ
て
1
0
0
M
Ω
以
上
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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図B. 使用可能電線径

MAリモコン接続の場合

M-NETリモコン接続の場合
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ロスナイ・外気処理ユニット 

M-NETリモコン 

MAリモコン 

ビル用マルチエアコン室外ユニット 

IC

OC,OS1,OS2 

記　号 スイッチ設定ユニット  電源遮断ユニット  

（注1）室内外伝送線にロスナイを接続する場合です。 

LC 

RC 

MA

室外ユニット（注3）およびロスナイ 

室外ユニット（注3） 

室内ユニット 

室外ユニット（注3） 

（注1） 

 

 

 

 
（注2） 

 

 

 

 

室外ユニット（注3）および室内ユニット ビル用マルチエアコン 
室内ユニット 

親機・子機 

主・従リモコン 

主・従リモコン 

（注2）同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　　　能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 
（注3）同一冷媒回路系のすべての室外ユニットの電源を遮断してください。 

スイッチの設定は、システム構成により設定の要否が異なります。配線工事の前に必ず、【〈2〉（3）システム接続

例】をご覧ください。

また、スイッチを設定する場合は、必ず電源を遮断した状態で行ってください。

通電状態のままスイッチを操作した場合は、設定内容が変わらず正常に動作しません。

（2）スイッチ設定の種類と方法
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システム構成により、アドレス設定の要否およびアドレス設定範囲が異なります。

①　M-NETアドレス設定

（注1）他ユニットのアドレスと重複する場合は、各ユニットの設定範囲内で別の空きアドレスを設定してください。
（注2）室外ユニットおよび室外補助ユニットのアドレスを "100" に設定する場合は "50" としてください。
（注3）M-NETリモコンのアドレスを "200" に設定する場合は "00" としてください。
（注4）室内ユニットには、アドレスを設定する制御基板が2枚もしくは3枚搭載した機種があります。

1）No.1 制御基板（右側）のアドレスを若いアドレス、No.2 制御基板アドレスを「No.1 制御基板アドレス＋
1」としてください。

2）No.2 基板へのアドレスを「No.1 基板アドレス＋1」,No.3 基板アドレスを「No.1 基板アドレス＋2」に必ず
設定してください。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。
（注6）単一冷媒システム時（一部を除く）は、アドレス設定不要です。
（注7）MA スマートリモコンは、ペア接続できません。

ユニットまたはコントローラ アドレス
設定範囲

設　定　方　法 アドレ
ス設定

ビル用
マルチエアコン
室内ユニット

親機・子機 0，01～50
（注1、注4、注6）

同一グループ内の親機にしたい室内ユニットを最
も若いアドレスにし、同一グループ内の室内ユ
ニットのアドレスを連番に設定してください。

00

M-NET接続用
アダプター
M-NET制御
インター
フェース
フリープラン
アダプター
ロスナイ・外気処理ユニット 0，01～50

（注1、注4、注6）
全室内ユニット設定後に任意のアドレスを
設定してください。

00

M-NET
リモコン

主リモコン 101～150 同一グループ内の最も若い室内ユニット親
機アドレス＋100に設定してください。

101

従リモコン 151～200
（注3）

 同一グループ内の最も若い室内ユニット親
機アドレス＋150に設定してください。

。すで要不定設スレドアンコモリAM （ただし、2リモコン運転する場合
は主従切換設定が必要です）

主

ビル用マルチエアコン室外ユニット 0，
51～100
（注1、注2、注6）

同一冷媒回路系室内ユニットのアドレスは連番に
設定してください。OC,OS は自動判別されま
す。（注5）

00

システム
コントローラ

グループ
リモコン

201～250 管理したい最小グループNo. ＋ "200" に
設定してください。

201

システム
リモコン

左記アドレス範囲で任意

ON/OFF
リモコン

管理したい最小グループNo. ＋ "200" に
設定してください。

スケジュールタイ
マー（M-NET対応）

左記アドレス範囲で任意 202

集中コントローラ
G-150AD,GB-50AD

0, 
201～ 250

左記アドレス範囲で任意
ただし、K制御ユニットを管理したい場合
は必ず "0" に設定してください。

000

拡張コントローラ
PAC-YG50EC
LMアダプター 201～250 左記アドレス範囲で任意 247

（注5）同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。
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④　室内ユニット室温検出位置の設定（工場出荷時の設定：SW1-1“OFF”）

暖房サーモOFF時にファン停止（室内ユニットのSW1-7，1-8いずれもON）とする場合は、リモコン内蔵セン

サーまたは別売温度センサーを使用してください。

（A）リモコン内蔵センサーを使用する場合は、室内ユニットのSW1-1を“ON”に設定してください。

＊リモコンの機種により、内蔵センサーがないものがあります。

その場合は、室内ユニット内蔵センサーにてご使用ください。

＊リモコン内蔵センサー使用時は、室温検出可能な部分へのリモコン取付けをお願いします。

（注）室温サーモ形給気処理ユニットの工場出荷時はSW1-1が“ON”となります。

（B）別売温度センサーを使用する場合は、室内ユニットのSW1-1を“OFF”、SW3-8を“ON”に設定してください。

＊別売温度センサー使用時は、室温検出可能な部分への温度センサー取付けをお願いします。

③　室外ユニット集中管理スイッチの設定（工場出荷時の設定：SW2-1（注3）“OFF”）

②　室外ユニット給電切換コネクターの設定（工場出荷時の設定：“CN41”にコネクター接続）
冷媒系統内の総接続台数に制限が発生しますので、【〈1〉（3）システム構成制約】も必ずご覧ください。

システム構成 集中管理スイッチの設定（注2） 

システムコントローラとの接続システム　　なし 

システムコントローラとの接続システム　　あり　　（注1） 

（注1）LMアダプターのみ接続する場合は、SW2-1（注3）は“OFF”のままにしてください。 
（注2）同一冷媒回路系のすべての室外ユニットのSW2-1（注3）を同じ設定としてください。 
（注3）シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合、SW5-1となります。 

 

OFFのまま（工場出荷時の設定） 

ON

冷媒システム 

単一冷媒 

システムコントローラとの接続 

－ 

なし 

室内外伝送線に接続あり 

 

集中管理用伝送線に接続あり 

伝送線用給電ユニット 

－ 

－ 

異冷媒グルーピング運転 

－ 

なし 

あり 

あり／なし 

あり／なし 

あり／なし 

不要 

不要（注1, 3） 
（室外ユニットから給電） 

あり 

給電切換コネクターの設定 

CN41のまま 
（工場出荷時の設定） 

1台の室外ユニットのみ、給電切換コネクター(CN41)を 
(CN40)に差換えます。（注2） 
　※CN40に差換えた1台の室外ユニットの端子台(TB7)の 
　　S(シールド)端子とアース端子(　　)を短絡してください。 

CN41のまま 
（工場出荷時の設定） 

（注1）システム構成により伝送線用給電ユニットの要否が異なりますので必ず【〈1〉（1）　システム構成】をご覧ください。 
（注2）給電コネクター(CN41)の(CN40)への差換えはシステム内で1台のみとしてください。 
（注3）シティマルチY GR＜標準シリーズ＞P224、P280形は室外ユニットからの給電（TB7）は対応不可となります。伝送線用給電ユニット（別売） 
 または伝送線用給電基板（別売）をご使用ください。 

複数冷媒 
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⑤　各種発停制御（室内ユニット設定）
室内ユニットのDipSW（SW1-9、10）により、室内ユニット（グループ）毎の発停制御が可能です。

室 内 ユ ニ ッ ト 復 電 時 の 動 作  機　　能 
設定(SW1)（注4,5） 

電源発停（注1, 2, 3） 

停電自動復帰（注6） 

（注1）室外ユニットの電源は、遮断しないでください。室外ユニットの電源を遮断して復帰した場合、室内ユニットの電源発停機能 
　　　  に関わらずユニットが停止する場合があります。 
　　　  また、室外ユニットのクランクケースヒーター電源が遮断されてしまうため、復電後運転させた場合に圧縮機の故障につなが 
　　　  る可能性があります。 
（注2）ドレンポンプかつ加湿器搭載機種は対応できません。 
（注3）ドレンポンプ搭載機種は、同一冷媒系統一括の電源発停以外対応できません。 
（注4）グループ内の全ユニットのDipSW設定が必要です。 
（注5）G-150ADにより汎用制御PLCソフトで空調機の外部入出力を制御する場合は、SW1-9＝ON,SW1-10＝ONに設定してください。 
　　　  このとき、電源発停機能は無効となります。また、本設定時に停電自動復帰機能を使用する場合は、SW1-5をONに設定してください。 
（注6）室外ユニットと室内ユニットの同時停電の場合に有効です。自家発電機などのご使用で室外ユニットと室内ユニットの停電、および復 
　　　  帰が同時でない場合は別途お問い合わせください。 

電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず運転開始（約5分後） 

電源を切る（停電する）前に運転していた場合に運転開始（約5分後） 

電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず停止のまま 

9 

OFF 

ON 

OFF

10 

ON 

OFF 

OFF

⑥　室内ユニット冷房専用設定（工場出荷時の設定：SW3-1“OFF”）
室内ユニットを冷房専用タイプとして使用される場合は、室内ユニットのSW3-1を“ON”に設定してください。
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P5-39・5-40

P5-41・5-42

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

単一冷媒 

単一冷媒 

異冷媒グルーピング 

単一冷媒 

単一冷媒 

 

なし 

なし 

なし 

集中管理用伝送線に接続あり 

室内外伝送線に接続あり 

 

自動アドレス立上げ 

手動アドレス立上げ 

手動アドレス立上げ 

手動アドレス立上げ 

手動アドレス立上げ 

 

冷媒システム システムコントローラとの接続 室内外立上げ 備　考 掲載頁 

ロスナイ複数台接続 

単一冷媒 集中管理用伝送線に接続あり 手動アドレス立上げ 

冷媒システム システムコントローラとの接続 室内外立上げ 備　考 掲載頁 

単一冷媒 集中管理用伝送線に接続あり 手動アドレス立上げ 

冷媒システム システムコントローラとの接続 室内外立上げ 備　考 掲載頁 

P5-29・5-30 

P5-31・5-32 

P5-33・5-34 

P5-35・5-36 

P5-37・5-38

②　M-NETリモコンを用いたシステム

③　MAリモコンとM-NETリモコンを混在したシステム

（3）システム接続例

①　MAリモコンを用いたシステム
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IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A1 B2

MA

A1 B2

MA

A1 B2

RC

　LC

TB5
A B S

00

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0000

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A1 B2

MA

A1 B2

MA

A1 B2

MA

グループ グループ 

グループ グループ 

A1 B2

MA

m
1

L
1
1

m
2

L3 L4

L12 L13

m3

m
5

m
4

換気との連動関係 

OC

TB3
A B

00

　　　OS1

A B

00

TB7
A B S
TB3

　　　OS2

A B

00

TB7
A B S
TB3 TB7

A B S

L2L1

①　MAリモコンを用いたシステム
（A）単一冷媒システムの場合（室内外自動アドレス立ち上げ）

制　御　線　配　線　例

禁止事項 許容長

＜ａ．室内外伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ２以上）
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ3＋Ｌ4 ≦200ｍ
Ｌ１＋Ｌ2＋Ｌ11＋Ｌ12＋Ｌ13 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞　
接続不要です
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
総延長（0.3～1.25ｍｍ２）
ｍ1 ≦200ｍ
ｍ2＋ｍ3 ≦200ｍ
ｍ4＋ｍ5 ≦200ｍ
（MAスマートリモコンを接続する場合は、シース付
0.3mm2ケーブルで配線してください。）
MAスマートリモコン（PAR-33MA、PAR-34MA）をペ
ア接続する場合、総延長は最大100mとなります。

1. 同一グループの室内ユニットにM-NETリモコンとMA
リモコンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは
接続できません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾
G1の室内ユニットの組合わせを除き、MAスマートリモコ
ンは、ペア接続できません。

3. 室内ユニットの合計が32台（224形以上の室内ユニットが
含まれる場合は26台）を超える場合は、伝送線用給電拡張
ユニットが必要になります。

4. 室内グループ運転で発停入力（CN32, CN51, CN41）を使
用する場合、および機能が異なる室内ユニットを同一グルー
プ運転する場合は「室内外自動アドレス立ち上げ」はできま
せん。
①（B）「室内外手動アドレス立ち上げ」をご参照ください。

5. 単一冷媒系統内に2台以上のロスナイを接続する場合は、
次項の「冷媒系統内ロスナイ2台接続」を参照ください。
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配線方法・アドレス設定方法

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

MA 
リモコン 

室外ユニット　（注2） 

注2．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

IC

IC

LC

MA

MA

OC 
OS1 
OS2

手順 

1

2

3

4

注　　意　　事　　項 

設定不要 

設定不要 

設定不要 

設定不要 

従リモコン 

00

00

00

主 

－ 

－ 

－ 

－ 

主従切換により設定 

・機能が異なる室内ユニットを同一グループ
運転する場合は、「室内外自動アドレス立ち上
げ」はできません。 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1
の室内ユニットの組合わせを除き、MAスマー
トリモコンは、ペア接続できません。 

＜ａ．室内外伝送線＞　※必ずシールド線をご使用ください。
室外ユニット（OC，OS1，OS2）（注1）の室内外伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と各室内ユニット（IC）の室内外伝
送線用端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OS1，OS2のアース端子（ ）と、ICの端子台（TB5）のＳ端子とを渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です。
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
ICのMAリモコン線用端子台（TB15）の1，2端子をそれぞれＭＡリモコン（MA）の端子台に接続します（無極性2線）
［2リモコン運転の場合］
2リモコンとする場合は、ICの端子台（TB15）の1，2端子と2つのＭＡの端子台をそれぞれ接続します。
※一方のＭＡリモコンの主従切換スイッチを従リモコンに設定してください。（設定方法は、ＭＡリモコンの据付説明書をご
覧ください。）

［室内グループ運転の場合］
ICをグループ運転する場合は、同一グループ内の全ICの端子台（TB15）の1，2端子同士を接続し、一方のICの端子台
（TB15）の1，2端子とMAリモコンの端子を接続します。（無極性2線）
※機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、「室内外自動アドレス立ち上げ」はできません。

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内外伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※自動的に冷媒系統内の全室内ユニットと連動登録されます。（ただし、室外ユニットよりも先にロスナイ（LC）の電源投
入が必要です。）
※一部の室内ユニットとロスナイを連動する場合、ロスナイを連動せずに単独で使用する場合、冷媒系統内に16台を超える
室内ユニットとロスナイを連動する場合または、冷媒系統内にロスナイを2台以上接続する場合は、「室内外自動アドレス
立ち上げ」はできません。

＜ｅ．スイッチ設定＞
アドレス設定は不要です
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①　MAリモコンを用いたシステム
（B）単一冷媒システムで、かつ、ロスナイ2台以上接続の場合（室内外手動アドレス立ち上げ）

制　御　線　配　線　例

禁止事項 許容長

＜ａ．室内外伝送線＞
①（A）と同様
＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

1. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMAリモ
コンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接
続できません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1
の室内ユニットの組合わせを除き、MAスマートリモコンは、
ペア接続できません。

3. 室内ユニットの合計が32台（224形以上の室内ユニットが
含まれる場合は26台）を超える場合は、伝送線用給電拡張
ユニットが必要になります。

L2

OC

TB3
A B

51

　　　OS1

A B

52

TB7
A B S
TB3 TB7

A B S

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A1 B2

MA

A1 B2

MA

　LC

TB5
A B S

05

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0403

LC

TB5
A B S

06

A1 B2

MA

グループ グループ 

グループ 

L
1
1

L3 L4

L12 L13

換気との連動関係 

　　　OS2

A B

53

 

TB7
A B S
TB3

L1
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内外伝送線＞
①（A）と同様
［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
接続不要です。
＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様
［2リモコン運転の場合］

①（A）と同様
［室内グループ運転の場合］

①（A）と同様
＜ｄ．ロスナイ接続＞
室内ユニット（IC）の端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※リモコンから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、リモコンの据付説明書をご覧ください。）

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

室外ユニット 

子機 

LC

OS1 
OS2

OC

手順 

2

4

注　意　事　項 

室内 
ユニット 

親機 

IC1 01～50 00

注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

51～100

01～50 00

00

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

MA 
リモコン 

従リモコン 

主リモコン 

MA

MA 設定不要 

従リモコン 

－ 

主従切換により設定 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形
名末尾G1の室内ユニットの組合
わせを除き、MAスマートリモコ
ンは、ペア接続できません。 

主 3
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①　MAリモコンを用いたシステム
（C）異冷媒グルーピング運転の場合　

制　御　線　配　線　例

禁止事項 許容長

＜ａ．室内外伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ２以上）
Ｌ１1＋Ｌ12 ≦200ｍ
Ｌ21＋Ｌ22 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞　
Ｌ31＋Ｌ21 ≦200ｍ

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞　
①（A）と同様
＜d．室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ２以上）＞　
Ｌ12（L11）＋Ｌ31＋Ｌ22（L21） ≦500ｍ

1. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMAリモ
コンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭＡリモコンは接
続できません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1
の室内ユニットの組合わせを除き、MAスマートリモコンは、
ペア接続できません。

3. 異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台（Ｔ
Ｂ5）同士を接続しないでください。

4. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは、
1台の室外ユニットのみで実施してください。

5. 室外ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子の
アース処理は、1台の室外ユニットのみで実施してください。

6. 室内ユニットの合計が32台（224形以上の室内ユニットが
含まれる場合は26台）を超える場合は、伝送線用給電拡張
ユニットが必要になります。
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TB5
A B S

TB15
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TB5
A B S

TB15
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03

A1 B2

MA

A1 B2

MA
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TB5
A B S 1 2

TB15
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TB5
A B S

TB15
1 2 1 2

0402
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TB5 TB15
A B S

05

A1 B2

MA

グループ 

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A1 B2

MA

グループ グループ 

グループ 

m
2

m
3

換気との連動関係 
L12

L22

L11

L21

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

51

接続 

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFFCN41そのまま 

SW2-1 OFF
CN41そのまま 
SW2-1 OFF

OS1

TB3

TB7
A B

A B

S

52

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

53

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

54

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

CN41そのまま 
SW2-1 OFF

OS1

TB3

TB7
A B

A B

S

55

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

56

L
3
1

※シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合、 
　室外ユニットの「SW2-1」は「SW5-1」になります。 
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配線方法・アドレス設定方法

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

室外ユニット 

子機 

LC

OS1 
OS2

OC

手順 

2

4

注　意　事　項 

室内 
ユニット 

親機 

IC1 01～50 00

51～100

01～50 00

00

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注2） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形
名末尾G1の室内ユニットの組合
わせを除き、MAスマートリモコ
ンは、ペア接続できません。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

注2．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

主 

－ 

主従切換により設定 

設定不要 

従リモコン MA

MA

従リモコン 

主リモコン 
MA 
リモコン 3

＜ａ．室内外伝送線＞
①（A）と同様

［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
異冷媒回路系室外ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系室外ユニットOC，OS1，OS2（注1）の
集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の室外ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OS1，OS2の端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の室外ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（B）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（B）と同様

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。
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①　MAリモコンを用いたシステム
（D）集中管理用伝送線にシステムコントローラを接続し、室外ユニットから給電した場合

制　御　線　配　線　例

禁止事項 許容長

＜ａ．室内外伝送線＞
①（C）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
L31＋L32（L21） ≦200ｍ　

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞　
①（A）と同様

＜d．室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ２以上）＞　
L32＋L31＋L12（L11） ≦500ｍ　
L32＋L22（L21） ≦500ｍ
L12（L11）＋L31＋L22（L21） ≦500ｍ

1. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMA
リモコンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続でき
ません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1の室内ユニット
の組合わせを除き、MAスマートリモコンは、ペア接続できません。

3. 異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台
（TB5）同士を接続しないでください。
4. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台
の室外ユニットのみで実施してください。

5. 給電コネクターを差換えた室外ユニットで集中管理用伝送端
子台(TB7)のシールドアース(S端子)とアース端子（ ）を
短絡してください。

6. 室内ユニットの合計が32台（224形以上の室内ユニットが
含まれる場合は26台）を超える場合は、伝送線用給電拡張
ユニットが必要になります。

7. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、室外ユニット
の給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）としてください。
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CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON
CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

注1 LMアダプターのみ接続する場合はSW2-1は 
　　“OFF”のままとしてください。 
注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
　　必要です。 
 
※シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合、 
　室外ユニットの「SW2-1」は「SW5-1」になります。 
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配線方法・アドレス設定方法

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

室外ユニット 

子機 

LC

OS1 
OS2

OC

手順 

2

4

注　意　事　項 

室内 
ユニット 

親機 

IC1 01～50 00

注2．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

51～100

01～50 00

00

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注2） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・MAリモコン配線で実施した室内グ
ループ設定と同一内容をシステムコ
ントローラで初期設定してください。 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1
の室内ユニットの組合わせを除き、MAス
マートリモコンは、ペア接続できません。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

主 

－ 

主従切換により設定 

設定不要 

従リモコン MA

MA

従リモコン 

主リモコン 
MA 
リモコン 3

＜ａ．室内外伝送線＞
①（A）と同様

［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
システムコントローラのA、B端子、異冷媒回路系室外ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系室外
ユニットOC，OS1，OS2（注1）の集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の室外ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
システムコントローラを接続する場合は、全室外ユニットの制御基板上の集中管理スイッチ（SW2-1）を“ON”に設定します。
注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、システムコントローラ，OC，OS1，OS2の端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の室外ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内外伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※システムコントローラから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、システムコントローラの
取扱説明書をご覧ください。）
ただし、ON/OFFリモコンおよびLMアダプターのみ接続する場合は、リモコンからの連動登録が必要となります。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。
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①　MAリモコンを用いたシステム
（E）室内外伝送線にシステムコントローラを接続した場合（LMアダプターを除く）

禁止事項 許容長

制　御　線　配　線　例

＜ａ．室内外伝送線＞
最遠長（1.25ｍｍ２以上）
L11＋L12 ≦200ｍ
L21＋L22 ≦200ｍ
L25 ≦200ｍ

＜ｂ．集中管理用伝送線＞　
Ｌ31＋Ｌ21 ≦200ｍ

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞　
①（A）と同様

＜d．室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ２以上）＞　
L25＋L31＋L12（L11） ≦500ｍ　
L12（L11）＋L31＋L22（L21） ≦500ｍ

1. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMAリモ
コンとの併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続
できません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1の室内
ユニットの組合わせを除き、MAスマートリモコンは、ペア接
続できません。

3. 異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台
（TB5）同士を接続しないでください。
4. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは、
1台の室外ユニットのみで実施してください。

5. 室外ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子の
アース処理は1台の室外ユニットのみで実施してください。

6. 室内外伝送線に接続できるシステムコントローラは最大3台
です。

7. 室内ユニットの合計が26台を超える場合は、システムコン
トローラを室内外伝送線に接続できない場合があります。

8. 224形以上の室内ユニットが含まれ、室内ユニットの合計
が18台を超える場合は、システムコントローラを室内外伝
送線に接続できない場合があります。

IC

TB5
A B S

TB15
1 2
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IC

TB5
A B S

TB15
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A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
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MA

　LC

TB5
A B S

07

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0504

　LC

TB5
A B S

08

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

03

A 
1
B 
2

MA

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

グループ グループ グループ 

グループ グループ 

L12L11

L22L21

m3

換気との連動関係 

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

51

接続 

m
2

m
1

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON
CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

注1　LMアダプターは室内外伝送線に接続できません。 
 
※シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合、 
　室外ユニットの「SW2-1」は「SW5-1」になります。 

OS1

TB3

TB7
A B

A B

S

52

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

53

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

54

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON
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TB7
A B

A B

S

55

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

56

L
3
1

システム 
コントローラ 
A B S

注1

L
2
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内外伝送線＞　※必ずシールド線をご使用ください。
室外ユニット（OC，OS1，OS2）（注1）の室内外伝送線用端子台（TB3）のＡ、Ｂ端子と各室内ユニット（IC）の室内外伝
送線用端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子、およびシステムコントローラのS端子を渡り配線します。（無極性2線）
注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。

能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OS1，OS2のアース端子（ ）と、ICの端子台（TB5）のＳ端子、およびシステムコントロー
ラのS端子とを渡り配線します。

＜ｂ．集中管理用伝送線＞ ※必ずシールド線をご使用ください。
異冷媒回路系室外ユニットOCの集中管理用伝送端子台TB7のA、B端子、同一冷媒回路系室外ユニットOC，OS1，OS2の集中管
理用伝送端子台TB7のA、B端子を渡り配線します。
集中管理用伝送線に給電ユニットを接続しない場合は1台の室外ユニットのみ、制御基板上の給電切換コネクター（CN41）を
（CN40）に差換えます。
システムコントローラを接続する場合は、全室外ユニットの制御基板上の集中管理スイッチ（SW2-1）を“ON”に設定します。
［シールド線の処理］
シールド線のアースは、OC，OS1，OS2の端子台（TB7）のＳ端子を渡り配線します。
（CN40）に差換えた1台の室外ユニットの端子台（TB7）のS端子とアース端子（ ）を短絡します。

＜ｃ．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

［2リモコン運転の場合］
①（A）と同様

［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
ICの端子台（TB5）のＡ、Ｂ端子とロスナイ（LC）の室内外伝送線用端子台（TB5）を渡り配線します。（無極性2線）
※システムコントローラから室内ユニットとロスナイとの連動登録が必要です。（登録方法は、システムコントローラの
取扱説明書をご覧ください。）但し、ON/OFFリモコンのみ接続する場合は、リモコンから連動登録を行ってください。

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

室外ユニット 

子機 

LC

OS1 
OS2

OC

手順 

2

4

注　意　事　項 

室内 
ユニット 

親機 

IC1 01～50 00

注2．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

51～100

01～50 00

00

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注2） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・MAリモコン配線で実施した室内グ
ループ設定と同一内容をシステムコ
ントローラで初期設定してください。 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1
の室内ユニットの組合わせを除き、MAスマー
トリモコンは、ペア接続できません。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

主 

－ 

主従切換により設定 

設定不要 

従リモコン MA

MA

従リモコン 

主リモコン 
MA 
リモコン 3
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②　M-NETリモコンを用いたシステム

制　御　線　配　線　例

禁止事項 許容長

＜ａ．室内外伝送線＞
①（C）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様　

＜ｃ．Ｍ-NETリモコン配線＞
（総延長（0.3～1.25ｍｍ２）
ｍ1 ≦10ｍ
ｍ2＋ｍ3 ≦10ｍ
ただし、10mを超える場合は、配線径を1.25mm2とし、
＜a．室内外伝送線＞の内数としてください。

注1．コンパクトリモコンの端子台へ接続する場合は、
0.75～1.25mm2の線径としてください。

＜d．室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ２以上）＞
①（D）と同様　

1. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMAリモコンとの
併用接続はできません。

2. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭ-NETリモコンは接続で
きません。

3. 異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台（TB5）同
士を接続しないでください。

4. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台の室
外ユニットのみで実施してください。

5. 室外ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアース処
理は1台の室外ユニットのみで実施してください。

6. 室内ユニットの合計が20台を超える場合は、伝送線用給電拡張ユ
ニットが必要になります。

7. 224形以上の室内ユニットが含まれ、室内ユニットの合計が16台
を超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが必要になります。

8. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、室外ユニッ
トの給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）としてく
ださい。
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換気との連動関係 
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L
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TB3

TB7
A B

A B

S

51

接続 

m
1

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON
CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

注1 LMアダプターのみ接続する場合はSW2-1は 
　　“OFF”のままとしてください。 
注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
　　必要です。 
 
※シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの場合、 
　室外ユニットの「SW2-1」は「SW5-1」になります。 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内外伝送線＞
①（C）と同様
［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様
［シールド線の処理］
①（D）と同様

＜ｃ．Ｍ-NETリモコン配線＞
M-NETリモコンは、室内外伝送線上のどこにでも接続可能です。
［2リモコン運転の場合］
e．スイッチ設定を参照ください。
［室内グループ運転の場合］（異冷媒グループ含む）
e．スイッチ設定を参照ください。

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（D）と同様

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラ 
アドレス
設定範囲 設　定　方　法 

工場 
出荷時 

ロスナイ 

M-NET 
リモコン 

室外ユニット 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

LC

RC

RC

OS1 
OS2

OC

手順 

2

3

4

注　意　事　項 

室内 
ユニット 

親機 

IC1 01～50 00

51～100

101～150

01～50

151～200

00

00

101

同一グループ内の親機アドレス+100

同一グループ内の親機アドレス+150

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機+1, +2, +3,･･･]

親機としたい室内ユニットに、同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注1） 

全室内ユニット設定後、任意のアド
レスを設定 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

・100の位を設定する必要はありま
せん。 
・アドレスを"200"に設定する場合
は"00"としてください。 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 
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③　MAリモコンとM-NETリモコンを混在したシステム

制　御　線　配　線　例

＜ａ．室内外伝送線＞
①（C）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様

＜ｃー1．ＭＡリモコン配線＞
①（A）と同様

＜ｃー2．Ｍ-NETリモコン配線＞
②と同様

＜d．室外ユニットを経由した最遠長（1.25ｍｍ２以上）＞
①（D）と同様　

1. 必ずシステムコントローラを接続してください。
2. 同一グループの室内ユニットにＭ-NETリモコンとMAリモコ
ンとの併用接続はできません。

3. MAリモコンに接続される室内ユニットはＭ-NETリモコンに接
続される室内ユニットよりも若いアドレスとしてください。

4. 同一グループの室内ユニットに3台以上のＭ-NETリモコンは
接続できません。

5. 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続でき
ません。PAR-33MA、PAR-34MAと形名末尾G1の室内ユニット
の組合わせを除き、MAスマートリモコンは、ペア接続できません。

6. 異なる室外ユニットに接続された室内ユニットの端子台
（TB5）同士を接続しないでください。
7. 室外ユニットの給電切換コネクター（CN41）の差換えは1台
の室外ユニットのみで実施してください。

8. 室外ユニットの集中管理用伝送端子台（TB7）のＳ端子のアー
ス処理は1台の室外ユニットのみで実施してください。

9. 室内ユニットの合計が20台を超える場合は、伝送線用給電拡
張ユニットが必要になります。

10. 224形以上の室内ユニットが含まれ、室内ユニットの合計が16
台を超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットが必要になります。

11. 集中管理用伝送線に給電ユニットを接続する場合、室外ユニ
ットの給電切換コネクターは出荷設定のまま（CN41）とし
てください。

禁 止 事 項 許容長

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

01

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

06

106

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

05

A1 B2

MA

A1 B2

RC

A1 B2

MA

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0403

グループ グループ 

グループ グループ 

104

A1 B2

RC

L11 L12

L21 L22

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

51

接続 

CN41→CN40 差換え 
SW2-1 OFF→ONCN41そのまま 

SW2-1 OFF→ON
CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

OS1

TB3

TB7
A B

A B

S

52

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

53

OC

TB3

TB7
A B

A B

S

54

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

CN41そのまま 
SW2-1 OFF→ON

OS1

TB3

TB7
A B

A B

S

55

OS2

TB3

TB7
A B

A B

S

56

L
3
1

システム 
コントローラ 
A B S

注1

L
3
2

注1 LMアダプターのみ接続する場合は、 
SW2-1は“OFF”のままとしてください。 

注2 LMアダプターには、電源単相AC200Vが 
必要です。 

 
※シティマルチY GR、リプレースマルチY GRの
場合、　室外ユニットの「SW2-1」は「SW5-1」
になります。 
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配線方法・アドレス設定方法

＜ａ．室内外伝送線＞
①（C）と同様
［シールド線の処理］
①（A）と同様

＜ｂ．集中管理用伝送線＞
①（D）と同様
［シールド線の処理］
①（D）と同様

＜ｃ-1．ＭＡリモコン配線＞, ［2リモコン運転の場合］, ［室内グループ運転の場合］
①（A）と同様

＜ｃ-2．Ｍ-NETリモコン配線＞, ［2リモコン運転の場合］, ［室内グループ運転の場合］
②と同様

＜ｄ．ロスナイ接続＞
①（D）と同様

＜ｅ．スイッチ設定＞
以下の通り、アドレス設定が必要です。

ユニットまたはコントローラ アドレス
設定範囲 

設　定　方　法 工場 
出荷時 

室内 
ユニット 

ロスナイ 

M-NET 
リモコン 
での操作 

M-NET 
リモコン 

親機 

子機 

従リモコン 

主リモコン 

IC

IC

室内 
ユニット 

親機 

子機 

IC

IC

LC

RC

RC

手順 

3

2

4

注　意　事　項 

室外ユニット 
OC 51～100

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレ
スは連番に設定してください。
OC,OS1,OS2は自動判別されます。 
（注1） 

・アドレスを"100"に設定する場合
は"50"としてください。 

101～150

01～50

01～50

01～50

151～200

00

00

00

00

101
同一グループ内の親機アドレス+100

同一グループ内の親機アドレス+150

・親機としたい室内ユニットに、同一
グループ内の最も若いアドレスを設
定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機(IC)+1, +2, +3,･･･]

01～50

01～50
・親機としたい室内ユニットに同一グ
ループ内の最も若いアドレスを設定 

同一グループ内の親機アドレスに連番
で設定　 [親機(IC)+1, +2, +3,･･･]

全室内ユニット設定後、任意のアドレ
スを設定 

・100の位を設定する必要はありま
せん。 
・アドレスを"200"に設定する場合
は"00"としてください。 

・室内ユニットのアドレスと重複し
ないように設定してください。 

・PAR-33MA、PAR-34MAと形
名末尾G1の室内ユニットの組合
わせを除き、MAスマートリモコ
ンは、ペア接続できません。 

・M-NETリモコンに接続されている室
内ユニットのアドレスより若いアド
レスを設定してください。 

・MAリモコン配線で実施した室内グ
ループ設定と同一内容をシステムコ
ントローラで初期設定してください。 

・機能が異なる室内ユニットを同一グルー
プ運転する場合は、最も機能の多い室
内ユニットを親機としてください。 

・MAリモコンに接続されている室
内ユニットのアドレスより大きい
アドレスを設定してください。 
・室内グループ設定内容をシステム
コントローラで初期設定してくだ
さい。 
・機能が異なる室内ユニットを同一
グループ運転する場合は、最も機
能の多い室内ユニットを親機とし
てください。 

OS1 
OS2

注1．同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，OS2は自動判別されます。 
　　  能力の大きな順（能力が同一の場合はアドレスの若い順）にOC，OS1，OS2となります。 

MA 
リモコン 
での操作 

1

MA 
リモコン 

従リモコン 

主リモコン 

MA

MA 設定不要 

従リモコン 

－ 

主従切換により設定 
主 
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 5.2 MELANS製品仕様 

MAリモコン線は、無極性2線でMAリモコン専用端子に接続。 

カバー部　ピュアホワイト （マンセル６.４Ｙ８.９／０．４） 

ＪＩＳＣ８３４０の2個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または壁に直付け。  

外 観 色  

据付方法 

温度　０～４０℃ 

湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＤＣ１２Ｖ　室内ユニットより伝送線を介して受電 

120（Ｈ）×130（Ｗ）×19（Ｄ） mm

内　　容 項　　目 

PS材　　質 

使用環境 

電　　源 

製品寸法 

0.2kg質　　量 

■仕様表 

MAリモコン線は、無極性2線。MAリモコン専用端子に0.3mm2 

2心ケーブルで接続。 
別売リモコンケーブル PAC-YT81HC（10m） 
 PAC-YT82HC（20m） 
 

クリアホワイト （マンセル１.０Ｙ９.２／０．２） 

ＪＩＳＣ８３４０の2個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または 
壁に直付け。 

 

外 観 色  

据付方法 

温度　０～４０℃ 
湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＤＣ１２Ｖ　室内ユニットより伝送線を介して受電 

120（H）×120（W）×19（D）mm　（突起部除く） 

内　　容 項　　目 

PC＋ABS（意匠面はPMMA） 材　　質 

使用環境 

電　　源 

製品寸法 

0.25kg質　　量 

■仕様表 

■MAスムースリモコン　　PAR-26MA1

(1
6
0
.1
5
)

1
2
0

130 （19） 

電源を入れた時は「PLEASE WAIT」表示が消えるまでお待ちください。（約３分間）
フィルター清掃が表示されたら､フィルタ ーを清掃してください。
フィルターボタンを２度続けて押すと､表示は消えます。
下記の場合､風向､風速がリモコン表示と異なりますが故障ではありません。
暖房時に「暖房準備中」､「霜取中」が表示されている時､設定温度まで上がった時・ドライ時
エラーＮＯ．が点滅している時は､お買い上げの販売店までご連絡ください。

お

願

い

■MAスマートリモコン　　PAR-34MA

46120

1
2
0

19

8
3
.5

PAR-26MA1
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■MAコンパクトリモコン　　PAC-YT51CR

壁開口穴寸法 

開口穴 

■仕様表 

製品寸法 １２０（Ｈ）×７０（Ｗ）×４１＜８＞（Ｄ）mm

０．２ｋｇ 

DC１２V　室内ユニットより伝送線を介して受電 電　　源 

湿度　　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＡＢＳ 

温度　　０～４０℃ 

材　　質 

ＪＩＳＣ８３４０の１個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け。 

MAリモコン線は、無極性２線でMAリモコン専用端子に接続。 

別売品　リモコンケーブル PAC-YT８１H（１０m） 

 PAC-YT８２H（２０m） 

液晶周辺部　ミルキーグレー　（ＤＩＣ５５１） 
カバー部　　ピュアホワイト　（マンセル近　６．４Ｙ８．９／０．４） 外 観 色  

質　　量 

項　　目 内　　容 

使用環境 

（　　　　　） 

48

70

1
2
0

55

9
0

8
3
.5

41

338

7
8

据付方法 

室温調節 

運転切換 

運転/停止 

風速調節 

PAC-YT51CR

3
5
.2

9.2 取付ネジ穴 4
.6

9.9

8
3
.5

コード引出し穴 
取付ネジ穴 

1
9

4.8
22.5

応急運転スイッチ 

運転表示灯（ＬＥＤ） 

1
2
0

冷  房 暖  房 

運  転 受光窓 

70

付属リモコンホルダーを壁面に直付け 

単４アルカリ乾電池２本・リモコンホルダーと取付用ネジ（４.１×１６　２本） 

据 付 方 法  

付　　属　　品 

ＤＣ３Ｖ（単４アルカリ電池　２本使用（付属）） 

１０分単位で開始・終了時刻を各々設定・表示／１日 

内　　容 項　　目 

ホワイト（ABS樹脂） 外　　　　装 

電　　　　源 

温度：０～４０℃　湿度：３０～９０％RH（結露なきこと） 使用環境条件 

H１５９.３×W５８×D１９ 外 形 寸 法  

タイマー機能 

■仕様表 

MAリモコン線は、無極性2線でMAリモコン専用端子に接続。 

ホワイトグレー　（マンセル４．４８Ｙ７．９２／０．６６） 

ＪＩＳＣ８３４０の1個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または、壁に直 
付け。 

 

外 観 色  

据付方法 

温度　０～４０℃ 
湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＤＣ１２Ｖ　室内ユニットのリモコン線より受電 

120（Ｈ）×70（Ｗ）×19（Ｄ）mm 

内　　容 項　　目 

ABS材　　質 

使用環境 

電　　源 

製品寸法 

0.2kg質　　量 

■MA受光アダプタ 仕様表 

■ワイヤレスリモコン　　操作部　PAR-SC1SA/受光部　PAR-FA33M1
操作部

（注） 図の液晶表示は、説明のため
 すべてを記載しておりますが、
 実際には該当部分のみ表示します。

※（　 ）の寸法は実測値です。リモコンホルダー
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■スケジュールタイマー（M-NET用）　　PAC-YT34ST-W

一括運転/停止

・電源投入時「H0」または「H1」点滅中はリモコン
 操作ができません。(約5分間)

ご
注
意

PAC-YT34ST-W

ON/OFF

モニター/プログラム グループ選択

パターン 動作

時刻

曜日 曜日パターン

運転切換

設定温度 クリア

禁止

有効/無効
タイマー

スケジュールタイマー(1
7
7
)

(R501)

(2) (18.5)

(19)

130

1
2
0

■MEリモコン　　PAR-F29ME1

タイマー切換 運転切換 

PAR-F29ME1

ルーバー 

風   速 時刻切換 

点検 試運転 換　気 

フィルター 上下風向 

設定温度 運転/停止 

1
2
0

130 19 46

8
3
.5

設定温度 運転/停止 

伝送線は、無極性2線でM-NET室内外伝送線に接続。 

カバー部　ピュアホワイト　（マンセル６．４Ｙ８．９／０．４） 

ＪＩＳＣ８３４０の2個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または壁に直付け。  

外 観 色  

据付方法 

温度　０～４０℃ 

湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

室外ユニットよりM-NET室内外伝送線を介して受電（DC17～30V） 

120（Ｈ）×130（Ｗ）×19（Ｄ） mm

内　　容 項　　目 

PS材　　質 

使用環境 

電　　源 

製品寸法 

0.2kg質　　量 

■仕様表 

スイング 

試  運  転 

点  検  中 

温度制限 

フィルター清掃 

センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在終了 
開始時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

簡単切 
毎　日 

蓄熱中 

℃ 残り この機能はありません 

のみ 
１時間 

換気強弱 

℃ 冷房 
送風 
暖房 
準備中 
燃焼中 

ドライ 
自動 
燃焼 
換気 
霜取中 

スイング 

試  運  転 

点  検  中 

温度制限 

フィルター清掃 

センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在終了 
開始時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

簡単切 
毎　日 

蓄熱中 

℃ 残り この機能はありません 

のみ 
１時間 

換気強弱 

℃ 冷房 
送風 
暖房 
準備中 
燃焼中 

ドライ 
自動 
燃焼 
換気 
霜取中 

MITSUBISHI

スイング 

試  運  転 

点  検  中 

温度制限 

フィルター清掃 

センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在終了 
開始時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

簡単切 
毎　日 

蓄熱中 

℃ 残り この機能はありません 

のみ 
１時間 

換気強弱 

℃ 冷房 
送風 
暖房 
準備中 
燃焼中 

ドライ 
自動 
燃焼 
換気 
霜取中 

MITSUBISHI

DC30V M-NET 伝送線より給電 
（伝送線用給電ユニット又は室外ユニットよりM-NET 伝送線を介して受電） 
温度 ０ ～４０ ℃ 
湿度 ３０ ～９０ ％ＲＨ （結露なきこと） 

120（Ｈ）×130（Ｗ）×19（Ｄ）mm

内　　容 項　　目 

使用環境 

電源 

製品寸法 

0.2kg質量 

■仕様表 

据付方法 

Ｊ Ｉ ＳＣ8340 の2個用のスイッチボックス（現地手配） 
へ取り付け、または壁に直付け。 
伝送線は、無極性２ 線でＭ-ＮＥＴ 室内外／集中管理用 
伝送線に接続 

ABS材質 
外観色 カバー部 ピュアホワイト （マンセル６ ．４Ｙ８ ．９／０ ．４） 
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■グループリモコン　　PAC-SC30GR-W

■システムリモコン　　PAC-SF44SR-W

■ON/OFFリモコン　　PAC-YT40ANR-W

■仕様表 

83
.5

46

換気切換 

グル－プ選択 

ルーバー 

外部タイマ－ 

運転切換 室温調節 運転／停止 風速調節 上下風向 フィルター 

点検 

試運転 
グル－プリモコン 
ＰＡＣ－ＳＣ３０ＧＲ-W

18.5

12
0

130

運転／停止 

強弱 

停止 運転 

一括グル－プ 

℃ 
フィルター 

試運転 

点検中 タイマー ℃ 
アドレスＮＯ． 

設定温度 

この機能はありません 

点検 

集中管理中 

自動　送風 
燃焼　暖房 

ドライ冷房 

換気 

風速 

燃焼　暖房 ℃ 

一括グル－プ 

アドレスＮＯ． 

この機能はありません 

強弱 換気 

停止 
自動　送風 
ドライ冷房 設定温度 点検 運転 

集中管理中 

運転／停止 

風速 ℃ 

タイマー 

グル－プＮＯ． 機能特殊 

スイング 

スイング 

グル－プＮＯ． 

点検中 

試運転 

フィルター 

ドライ冷房 
自動　送風 

アドレスＮＯ． 

一括グル－プ 

燃焼　暖房 

スイング 

この機能はありません 

フィルター 

試運転 

点検中 

機能特殊 グル－プＮＯ． 

タイマー 

℃ 

換気 

風速 

集中管理中 
運転 点検 設定温度 停止 

強弱 
℃ 

製品寸法 １２０（Ｈ）×１３０（Ｗ）×１８（Ｄ） mm

０．２ｋｇ 

DC30V M-NET伝送線より給電（伝送線用給電ユニット 
又は室外ユニットよりM-NET伝送線を介して受電） 

電源 

ＡＢＳ 

温度　　０～４０℃ 
湿度　　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

使用環境 

材質 

ＪＩＳＣ８３40の２個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け 
または、壁に直付け 
伝送線は、無極性２線でＭ-ＮＥＴ室内外／集中管理用伝送線に接続 

据付方法 

製品質量 

　項目 内容 

■仕様表 

製品寸法 １２０（Ｈ）×１３０（Ｗ）×１9（Ｄ） mm
０．２ｋｇ 
DC30V M-NET伝送線より給電 
（伝送線用給電ユニット又は室外ユニットよりM-NET伝送線を介して受電） 電源 

ＡＢＳ 

温度　　０～４０℃ 
湿度　　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 使用環境 

材質 

ＪＩＳＣ８３40の２個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け 
または、壁に直付け 
伝送線は、無極性２線でＭ-ＮＥＴ室内外／集中管理用伝送線に接続 

据付方法 

製品質量 

　項目 内容 

ABS

一括運転/停止 

・電源投入時「H0」または「H1」点滅中はリモコン 
 操作ができません。(約5分間)

ご 
注 
意 

PAC-SF44SR-W

換 気 

風 向 風 速 

ルーバー 

運転/停止 運転切換 室温調節 

グループ選択 

一括/グループ 

フィルター 

冷暖制限 

禁止設定 

システムリモコン (1
77
)

(R501)

(2) (18.5)

(19)

一括運転/停止 

130

12
0

1
2
0

130

8
3
.5

46

19.0カバー 

部屋名記載シート 

アドレス／異常コード表示部 

エラーエラーNO.NO.グループ設定グループ設定  

管理グループ管理グループ  

■仕様表 

製品寸法 １２０（Ｈ）×１３０（Ｗ）×１９（Ｄ） mm
０．２ｋｇ 
DC17～30V M-NET伝送線より給電 
（伝送線用給電ユニット又は室外ユニットよりM-NET伝送線を介して受電） 

電源 

ＡＢＳ 

温度　　０～４０℃ 
湿度　　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 使用環境 

材質 

ＪＩＳＣ８３３６の２個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または壁に直付け。 
伝送線は、無極性２線でＭ-ＮＥＴ室内外／集中管理用伝送線に接続。 据付方法 

製品質量 

　項目 内容 

カバー部　　ピュアホワイト　（マンセル６．４Ｙ８．９／０．４） 外観色 

カバー部　　ピュアホワイト　（マンセル６．４Ｙ８．９／０．４） 外観色 

カバー部　　ピュアホワイト　（マンセル６．４Ｙ８．９／０．４） 外観色 
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■集中コントローラ　　G-150AD

■仕様表

1
8
5

44.7 25.6300

1
4
6
 

1
6
7
 

8

4.5 

272

250
272

■拡張コントローラ　　PAC-YG50EC

UP

250

2
0
4
.5

2
1
7

97.2
155

LAN

M-NET端子台（M3.5） 

電源AC100V-200V端子台（M3.5） 

■仕様表

※G-150ADと拡張コントローラとの接続には、「DB NO.」（データベース番号）が同一である必要があ
ります。 
　DB NO.が異なる、および機能アップする場合は、両方のコントローラのソフトウェアをバージョンアッ
プする必要がありますので弊社販売窓口にご相談ください。 

様 仕 目 項 

電源 
M-N E T  DC17V-DC32V 伝送線用給電ユニット 

PAC-SC51K U  より給電 本体駆 動  DC24V 

使用環境 
温度 

使用温度範 囲  0  ～  4 0  ℃ 

保存温度範 囲  －20  ～  6 0  ℃ 

湿 度  3 0  ～  9 0%RH（結露なきこと） 

g k 1 . 2 

外形寸法（幅×高さ×奥行き） 
30 0  ×  1 8 5  ×  7 0.3 [25.6] mm 
* [ ]：埋込設置時の突出部分 

製品質量 

様 仕 目 項 

電源 
定格入 力  AC10 0 ～  200 V ± 10%，0. 4  ～  0.3A，50/60Hz 

ヒュー ズ  タイムラグ特性　AC250V　3.15A 

インターフェース 

M-NE T 給電　定格出 力  DC2 2 ～  30V 

外部入出 力  DC12 V また は 24V（外部電源が別途必要です） 

LA N  100BASE-T X ／  10BASE-T 

US B  USB1. 1 対応 

環境条件 
温度 

使用温度範 囲  － 1 0 ～  55℃ 

保存温度範 囲  － 2 0 ～  60℃ 

湿 度  3 0  ～  90 %  RH（結露なきこと） 

m m   2 . 7 9 × 0 5 2 × 7 1 2 外形寸法（幅×高さ×奥行き） 

g k 6 . 2 製品質量 

） 内 屋 （ 内 盤 御 制 製 属 金 境 環 付 据 

エラーNO.グループ設定 

管理グループ 



■集中コントローラ　　GB-50AD

■LMアダプター　　PAC-YV03LMAP

Ｒ
ＴＢ２１

伝送端子台
LＯＮWＯＲＫＳ

9.6

ＴＢ２
Ｍ-ＮＥＴ
伝送端子台

　ＴＢ１
電源端子台
(AC200V)

据付スペース

20
20

2020

59.6

34
0
32
5

10

60240
360

Ａ部

2－φ4.5穴

製品質量 3.3kg
外形寸法（高さ×幅×奥行） 340mm × 360mm × 59.6mm

電源 単相AC200V（50/60Hz） 
消費電力 

使用環境 

据付寸法 

温度 

湿  度 

動 作 
保 存 

10W

外装 溶融亜鉛メッキ鋼板 

ー15～43℃ 
ー20～60℃ 
30～95％RH（結露なきこと） 
水平、垂直方向据付け可能。 
ただし、垂直方向の場合、貼付けシールの方向とする。 

仕　　様 項　　目 

■仕様表

97.2 250

155

M-NET
端子台（M3.5）

LAN

電源AC100V-200V
端子台（M3.5）

5
 

20
4.
5

21
7

Error 

M-NET 

LINK/ACT LAN 

■仕様表
様 　 　 　 仕 目 　 　 　 項 

電源 
定格入 力  A C10 0  ～  20 0 V ±  1 0 %， 0 . 4  ～  0 . 3A，5 0 /60Hz 

ヒュー ズ  タイムラグ特性　A C 25 0 V　3 . 15A 

インターフェース 

M-NE T  給電　定格 出 力  D C 2 2  ～  3 0 V 

外部入 出 力  D C 1 2V また は  2 4 V（外部電源が別途必要です） 

100BASE-TX ／ 10BASE-T N A L 

U S U B S B 1. 1  対応 

環境条件 
温　度 

使用温度範 囲  －  1 0  ～ 5 5  ℃ 

保存温度範 囲  －  2 0  ～ 6 0  ℃ 

湿　 度  3 0  ～ 9 0 % RH（結露なきこと） 

m m   2 . 7 9   × 0 5 2   ×   7 1 2 外形寸法（高さ×幅×奥行） 

g k 6 . 2 

据 付環境 
金属製制御盤内（屋内） 
*  こ の 製品はビジネスオフィス環境または同等 の 環境で使用ください。 

製品質量 
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■K伝送コンバーター　　PAC-SC25KA（在庫僅少品） 

温度 ： 0～40℃ 
湿度 ： 30～90％RH（結露なきこと） 
 
 水平・垂直いずれでも可能。 
但し、垂直取付の場合は、端子台を下方にすること。 
盤用ボックス内設置の場合は、付属カバーは 
取付不要。 

使用環境 
 

据付方法 

75mm × 324mm × 220mm 
取付穴ピッチ209×210mm　穴径　4.5mm 
 

 

40W 
 

単相　AC100V（0.4A）/AC200V（0.2A）　50/60Hz 
 

2.5kg 
 

製品質量 

外形寸法（高さ×幅×奥行） 

消費電力 
 

電　　源 
 

■仕様表

M伝送端子台

K伝送端子台

電源端子台

カバー（ネジ4ヵ所にて固定）

4－　4.5取付穴

（AC100V
　または200V）

（取付穴ピッチ）

（
取
付
穴
ピ
ッ
チ
）

ゴムブッシュ（2ヵ所）
（通過径　24）

（通過径  20）

55 209 55

（
5）

20
35

5

22
0

21
0

20
2

324

55

25

矢視－A

A

ゴムブッシュ

55

75

■伝送線用給電拡張ユニット　　PAC-SF46EP

■仕様表

外形寸法（高さ×幅×奥行） 340mm × 360mm × 59.2mm
3.4ｋｇ 
ＡＣ100Ｖ又はＡＣ200Ｖ（50／60Ｈｚ） 電源 

湿度 ： 30～90％ＲＨ（結露なきこと） 
温度 ： 0～40℃ 使用環境 

適合伝送線サイズ 

製品質量 

φ0.4～1.2ｍｍ（単線） 

外装材質 電気亜鉛メッキ鋼板 
水平・垂直方向据え付け可能。 
ただし垂直方向の場合、貼付シールの方向とする。 

据付方法 

消費電力 95Ｗ 

（２箇所）

7.
5φ10

4.5

伝
送
線
端
子
台
１

伝
送
線
端
子
台
２

59.2

伝送線端子台１
（M-NET伝送線）

伝送線端子台２
（M-NET伝送線）

34
0

30
0

ＫＴ７９Ｃ０５１Ｈ０１

240

360

（本体固定ピッチ）

B
2

B
1

S
A
B

T
B
2

ST
B
3

Hz

kg

Ｗ

２－
φ４
．５穴

（
本
体
固
定
ピ
ッ
チ
）

製造番号

質　　量

消費電力

電　　源

形名

32
5

UP

N
L

カバ－固定ネジ

A
C
 100/200

TB1

電源端子台

■伝送線用給電ユニット　　PAC-SC51KU

項　　目 

■仕様表
内　　容 

項　　目 内　　容 

項　　目 内　　容 

AC100VまたはAC200V(50/60Hz)

消費電力 

適合伝送線 
サイズ 

50W

出力電流 

外装材質 

使用環境 

据付方法 

DC24V出力:750mA

電気亜鉛メッキ鋼板 

温度 : －10～55℃ 
湿度 : 30～90％RH(結露なきこと)

金属製制御盤内（屋内） 

出力電圧 
M-NET:DC23V～DC32V　　給電能力係数:20

M-NET:φ1.2mm～1.6mm(単線) 
1.25mm2 ～2.0mm2 (より線)

DC24V出力:DC24V(G-150AD用電源)

DC24V出力:0.75mm2 ～2.0mm2

電源 
製品質量 1.4㎏ 

169mm X 271mm X 72 mm外形寸法（高さ×幅×奥行） 
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